
JP 2017-90780 A 2017.5.25

10

(57)【要約】
【課題】
　カラーフィルタ用着色組成物、該カラーフィルタ用着色組成物を用いて形成された、
高コントラストであるカラーフィルタを提供すること。
【解決手段】
　着色剤［Ａ］、バインダー樹脂［Ｂ］、トリアリールメタン系化合物［Ｃ］および有機
溶剤［Ｄ］を含有するカラーフィルタ用着色組成物であって、着色剤［Ａ］が、酸性染料
イオンとカウンターイオンとからなる造塩化合物［Ａ１］を含み、トリアリールメタン系
化合物［Ｃ］の含有量が、該造塩化合物［Ａ１］１００重量部に対して、０．１～４０重
量部である
ことを特徴とするカラーフィルタ用着色組成物により解決される。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　青色着色剤（トリアリールメタン系化合物を除く）［Ａ］、バインダー樹脂［Ｂ］、ト
リアリールメタン系化合物［Ｃ］および有機溶剤［Ｄ］を含有するカラーフィルタ用着色
組成物であって、前記青色着色剤［Ａ］が、酸性染料イオンとカウンタイオンとからなる
造塩化合物［Ａ１］を含み、トリアリールメタン系化合物［Ｃ］の含有量が、該造塩化合
物［Ａ１］１００重量部に対して、０．１～４０重量部であることを特徴とするカラーフ
ィルタ用着色組成物。
【請求項２】
　トリアリールメタン系化合物［Ｃ］の含有量が、該造塩化合物［Ａ１］１００重量部に
対して、０．５～２０重量部であることを特徴とする請求項１に記載のカラーフィルタ用
着色組成物。
【請求項３】
　着色剤［Ａ］がさらに青色顔料を含むことを特徴とする請求項１または２に記載のカラ
ーフィルタ用着色組成物。
【請求項４】
　トリアリールメタン系化合物［Ｃ］が、トリフェニルメタン系塩基性染料イオンと重量
平均分子量が２００～３５００の範囲であるカウンタイオンとからなる造塩化合物［Ｃ１
］であることを特徴とする請求項１～３いずれか１項に記載のカラーフィルタ用着色組成
物。
【請求項５】
　さらに光重合性単量体および／または光重合開始剤を含有することを特徴とする請求項
１～４いずれか１項に記載のカラーフィルタ用着色組成物。
【請求項６】
　基材上に、請求項１～５いずれか１項に記載のカラーフィルタ用着色組成物から形成さ
れてなるフィルタセグメントを具備することを特徴とするカラーフィルタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カラー液晶表示装置、カラー撮像管素子等に用いられるカラーフィルタの製
造に使用されるカラーフィルタ用着色組成物、及びこれを用いて形成されてなるフィルタ
セグメントを備えるカラーフィルタに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、２枚の偏光板の間に液晶物質と画素を介在させ、画素ごとに電圧を印
加して液晶物質の配向状態を変化させ、１枚目の偏光板を通過した光の偏光度合いを変化
させ、２枚目の偏光板を通過する透過光を制御して画面表示する表示装置である。
　この２枚の偏光板の間にカラーフィルタを設けることによりカラー表示が可能となり、
テレビやパソコン、モニタ等に用いられるようになった。
【０００３】
　カラーフィルタは、ガラス板などの透明な基板に透過光の混色を防ぎ、表示コントラス
トを高める目的で格子状の遮光膜ブラックマトリクス（以下ＢＭ）を設け、次に画素ごと
に複数色（通常　赤、緑、青）のフィルタセグメントが設けられている。フィルタセグメ
ントは、数ミクロン～数１００ミクロンと微細であり、フィルタセグメントの配列には、
２種以上の異なる色相の微細な帯（ストライプ）状に配置したもの（ストライプ配列）、
あるいは縦横一定の配列で配置したもの（デルタ配列）等がある。フィルタセグメントお
よびＢＭは、着色組成物を塗布し一般に２００℃以上、好ましくは２３０℃の高温で乾燥
形成される。
【０００４】
　カラー液晶表示装置では、カラーフィルタの上に液晶を駆動させるための透明電極が蒸
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着あるいはスパッタリングにより形成され、更に、その上に液晶を一定方向に配向させる
ための配向膜が形成されている。これらの透明電極及び配向膜の性能を充分に得るには、
その形成を一般に２００℃以上、好ましくは２３０℃以上の高温で行う必要がある。この
ため、現在、カラーフィルタの製造方法としては、耐光性、耐熱性に優れる顔料を着色剤
とする顔料分散法と呼ばれる方法が主流となっている。
【０００５】
　カラー液晶表示装置に要求される品質としては、高画質、低消費電力などが挙げられ、
それらを達成すべく高明度、高コントラスト、高解像度なカラーフィルタが求められてい
る。
　特に、近年消費電力の観点から、カラーフィルタの高明度化がトレンドとなっている。
明度が高いカラーフィルタを用いると、光の透過率が高いため、光源であるバックライト
の数を減らす事ができ消費電力を抑える事ができる。
【０００６】
近年顔料で達成し得ない高コントラスト比・高明度化を実現するため、染料系の色材に注
目が集まっている。中でもローダミン色素、エオシン色素等のキサンテン系色素、ジフェ
ニルメタン等のジアリールメタン系色素、トリフェニルメタン等のトリアリールメタンメ
タン系色素等は色特性に優位性があることから、高明度化を達成する材料として期待され
ている。また染料は、溶剤下において、顔料のような粒子状態ではなく溶解状態で存在す
るため、光散乱等が生じず、結果的に、従来の顔料同士の組み合わせた着色組成物より、
コントラスト比の高いカラーフィルタが得られることが期待されている。
【０００７】
　しかし、キサンテン染料に代表されるような特定の染料種によっては、蛍光発光特性を
示すため、コントラスト比が低くなるという問題があった。また、染料一般の特性として
、顔料に比較して耐熱性・耐光性など堅牢性に劣る傾向にあり、またカラーフィルタ用着
色物として好適な有機溶剤への溶解性が劣る傾向にある（特許文献６～８）。そのため、
染料を使用するに当たって、有機溶剤溶解性を付与すること、堅牢性を付与すること、蛍
光を有する染料においては蛍光発光を抑制する技術が求められている。
【０００８】
　カラーフィルタの高コントラスト化には銅フタロシアニンスルホン酸アミド化合物の添
加が有効であるが（特許文献９）、この場合、カラーフィルタの製造工程における２３０
℃以上での焼成の際に耐熱性が劣るという問題がある。そのため、耐熱性・耐光性など堅
牢性と高コントラスト化を両立するカラーフィルタが得られていないのが現状である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２００９－２６５６４１号公報
【特許文献２】特開２０１０－３２９９９号公報
【特許文献３】特開平６－７５３７５号公報
【特許文献４】特開平８－３２７８１１号公報
【特許文献５】特開平１１－２２３７２０号公報
【特許文献６】特開２０１０－３２９９９号公報
【特許文献７】特開平６－２２２０５９号公報
【特許文献８】特開２０１１－１０２８４１号公報
【特許文献９】特開２０１１－２２７４９１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
本発明が解決しようとする課題は、蛍光を発する染料に対し蛍光発光を抑制することであ
り、高明度・高コントラスト比なカラーフィルタ用着色組成物の提供を可能とすることで
ある。
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【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明者らは、鋭意検討を重ねた結果、酸性染料イオンとカウンタイオンとからなる造
塩化合物に、トリアリールメタン系化合物を添加することにより、蛍光発光を抑制するこ
とであり、高明度・高コントラスト比なカラーフィルタ用着色組成物を得られることを見
出し、本発明に至った。
【００１２】
　すなわち、本発明は、青色着色剤［Ａ］、バインダー樹脂［Ｂ］、トリアリールメタン
系化合物［Ｃ］および有機溶剤［Ｄ］を含有するカラーフィルタ用着色組成物であって、
青色着色剤［Ａ］が、酸性染料イオンとカウンタイオンとからなる造塩化合物［Ａ１］を
含み、トリアリールメタン系化合物［Ｃ］の含有量が、該造塩化合物［Ａ１］１００重量
部に対して、０．１～４０重量部であることを特徴とするカラーフィルタ用着色組成物に
関する。
【００１３】
　また、本発明は、トリアリールメタン系化合物［Ｃ］の含有量が、該造塩化合物［Ａ１
］１００重量部に対して、０．５～２０重量部であることを特徴とする請求項１に記載の
カラーフィルタ用着色組成物に関する。
【００１４】
　また、本発明は、青色着色剤［Ａ］がさらに青色顔料を含むことを特徴とする請求項１
または２に記載のカラーフィルタ用着色組成物に関する。
　また、本発明は、トリアリールメタン系化合物［Ｃ］が、トリフェニルメタン系塩基性
染料と分子量が２００～３５００の範囲であるカウンタ化合物とからなる造塩化合物［Ｃ
１］であることを特徴とする請求項１～３いずれか１項に記載のカラーフィルタ用着色組
成物に関する。
【００１５】
　さらに光重合性単量体および／または光重合開始剤を含有することを特徴とする前記カ
ラーフィルタ用着色組成物に関する。
【００１６】
　基材上に、前記カラーフィルタ用着色組成物から形成されてなるフィルタセグメントを
具備することを特徴とするカラーフィルタに関する。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明のカラーフィルタ用着色組成物により、蛍光を発する染料に対し蛍光発光を抑制
し、高明度・高コントラスト比なカラーフィルタの提供を可能とすることである。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　なお、本願では、「（メタ）アクリレート」、「（メタ）アクリル酸」、又は「（メタ
）アクリルアミド」と表記した場合には、特に説明がない限り、それぞれ、「アクリレー
ト及び／又はメタクリレート」、「アクリル酸及び／又はメタクリル酸」、又は「アクリ
ルアミド及び／又はメタクリルアミド」を表すものとする。
　また、以下に挙げる「Ｃ．Ｉ．」は、カラーインデックス（Ｃ．Ｉ．）を意味する。
【００１９】
　本発明のカラーフィルタ用着色組成物は、青色着色剤［Ａ］、バインダー樹脂［Ｂ］、
トリアリールメタン系化合物［Ｃ］および有機溶剤［Ｄ］を含有するカラーフィルタ用着
色組成物であって、青色着色剤［Ａ］が、酸性染料イオンとカウンタイオンとからなる造
塩化合物［Ａ１］を含み、トリアリールメタン系化合物［Ｃ］の含有量が、該造塩化合物
［Ａ１］１００重量部に対して、０．１～４０重量部であることを特徴とする。
　まず、本発明のカラーフィルタ用着色組成物の各種構成成分について説明する。
【００２０】
＜青色着色剤［Ａ］＞
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　本発明の着色組成物は、青色着色剤［Ａ］として、酸性染料イオンとカウンタイオンと
からなる造塩化合物［Ａ１］を含有する。また、さらに青色顔料を含むことが好ましく、
他の染料、染料造塩化合物などを含んでいてもかまわない。但し、他の染料、染料造塩化
合物は、トリアリールメタン系化合物ではない。
【００２１】
《造塩化合物［Ａ１］》
　造塩化合物［Ａ１］は、酸性染料イオンとカウンタイオンとからなり、通常、酸性染料
とカウンタ化合物とのイオン交換反応により得られ、青色、紫色、緑色、マゼンタ色、シ
アン色を呈するものである。
【００２２】
　酸性染料の化学構造としては、例えば、アゾ系染料、アゾメチン系染料（インドアニリ
ン系染料、インドフェノール系染料など）、ジピロメテン系染料、キノン系染料（ベンゾ
キノン系染料、ナフトキノン系染料、アントラキノン系染料、アントラピリドン系染料な
ど）、カルボニウム系染料（ジフェニルメタン系染料、トリフェニルメタン系染料、キサ
ンテン系染料、アクリジン系染料など）、キノンイミン系染料（オキサジン系染料、チア
ジン系染料など）、アジン系染料、ポリメチン系染料（オキソノール系染料、メロシアニ
ン系染料、アリーリデン系染料、スチリル系染料、シアニン系染料、スクアリリウム系染
料、クロコニウム系染料など）、キノフタロン系染料、フタロシアニン系染料、サブフタ
ロシアニン系染料、ペリノン系染料、インジゴ系染料、チオインジゴ系染料、キノリン系
染料、ニトロ系染料、ニトロソ系染料、及びそれらの金属錯体系染料等から選ばれる染料
に由来する色素構造を挙げることができる。この中でも、３８０～５６０ｎｍの範囲内で
の透過率において、４００～５００ｎｍに最大透過率を有するものが好ましい。特にキサ
ンテン系色素は、４２５～５００ｎｍ付近に最大透過率を有するため、高明度のカラーフ
ィルタを作製できるためにより好ましい。
【００２３】
　本発明における造塩化合物［Ａ１］は、酸性染料を、四級アンモニウム塩化合物、三級
アミン化合物、二級アミン化合物、一級アミン化合物等、及びこれらの官能基を有する樹
脂成分を用いて造塩化するものであり、中でも特にキサンテン系酸性染料の造塩化合物が
高い耐熱性、耐光性、耐溶剤性を付与することができるために好ましい。
【００２４】
　一級アミン化合物としては、メチルアミン、エチルアミン、プロピルアミン、イソプロ
ピルアミン、ブチルアミン、アミルアミン、ヘキシルアミン、ヘプチルアミン、オクチル
アミン、ノニルアミン、デシルアミン、ウンデシルアミン、ドデシルアミン（ラウリルア
ミン）、トリドデシルアミン、テトラデシルアミン（ミリスチルアミン）、ペンタデシル
アミン、セチルアミン、ステアリルアミン、オレイルアミン、ココアルキルアミン、牛脂
アルキルアミン、硬化牛脂アルキルアミン、アリルアミン等の脂肪族不飽和１級アミン、
アニリン、ベンジルアミン等が挙げられる。
【００２５】
　二級アミン化合物としては、ジメチルアミン、ジエチルアミン、ジプロピルアミン、ジ
イソプロピルアミン、ジブチルアミン、ジアミルアミン、ジアリルアミン等の脂肪族不飽
和２級アミン、メチルアニリン、エチルアニリン、ジベンジルアミン、ジフェニルアミン
、ジココアルキルアミン、ジ硬化牛脂アルキルアミン、ジステアリルアミン等が挙げられ
る
【００２６】
　三級アミン化合物としては、トリメチルアミン、トリエチルアミン、トリプロピルアミ
ン、トリブチルアミン、トリアミルアミン、ジメチルアニリン、ジエチルアニリン、トリ
ベンジルアミン等が挙げられる。
【００２７】
・四級アンモニウム塩化合物
　四級アンモニウム塩化合物は、アミノ基を有することで、そのカチオン部分が酸性染料
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のカウンタになるものである。
【００２８】
　造塩化合物のカウンタ成分となる四級アンモニウム塩化合物の好ましい形態は、無色、
または白色を呈するものである。ここで無色、または白色とは、いわゆる透明な状態を意
味し、可視光領域の４００～７００ｎｍの全波長領域において、透過率が９５％以上、好
ましくは９８％以上となっている状態と定義されるものである。すなわち染料成分の発色
を阻害しない、色変化を起こさないものである必要がある。
【００２９】
　四級アンモニウム塩化合物のカウンタとなるカチオン部分の分子量は１９０～９００の
範囲であることが好ましい。ここでカチオン部分とは、下記一般式（１）中の（ＮＲ１Ｒ

２Ｒ３Ｒ４）＋の部分に相当する。分子量が１９０よりも小さいと耐光性、耐熱性が低下
してしまい、さらに溶剤への溶解性が低下してしまう場合がある。また分子量が９００よ
りも大きくなると分子中の発色成分の割合が低下するために、発色性が低下し、明度も低
下してしまう場合がある。より好ましくはカチオン部分の分子量が２４０～８５０の範囲
であり、特に好ましいのは３５０～８００の範囲である。
　ここで分子量は構造式を基に計算を行ったものであり、Ｃの原子量を１２、Ｈの原子量
を１、Ｎの原子量を１４とした。
【００３０】
　また、四級アンモニウム塩化合物として下記一般式（１）で表される化合物を用いるこ
とが好ましい。
【００３１】
一般式（１）
【化１】

 
[一般式（１）中、Ｒ１～Ｒ４は、それぞれ独立に、炭素数１～２０のアルキル基または
ベンジル基を示し、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、又はＲ４の少なくとも２つ以上が、Ｃの数が５～
２０個である。Ｙ－は無機または有機のアニオンを表す。]
【００３２】
　Ｒ１～Ｒ４の少なくとも２つ以上の側鎖のＣの数を５～２０個とすることで、溶剤に対
する溶解性が良好なものとなる。Ｒ１～Ｒ４のうちＣの数が５より小さいアルキル基が３
つ以上になると溶剤に対する溶解性が悪くなり、塗膜異物が発生しやすくなってしまう。
また側鎖にＣの数が２０を超えてしまうアルキル基が存在すると造塩化合物の発色性が損
なわれてしまうことがある。
【００３３】
　四級アンモニウム塩化合物のアニオンを構成するＹ－の成分は、無機または有機のアニ
オンであればよいが、ハロゲンであることが好ましく、通常は塩素である。
【００３４】
　このような四級アンモニウム塩化合物として具体的には、テトラメチルアンモニウムク
ロライド（カチオン部分の分子量が７４）、テトラエチルアンモニウムクロライド（カチ
オン部分の分子量が１２２）、モノステアリルトリメチルアンモニウムクロライド（カチ
オン部分の分子量が３１２）、ジステアリルジメチルアンモニウムクロライド（カチオン
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部分の分子量が５５０）、トリステアリルモノメチルアンモニウムクロライド（カチオン
部分の分子量が７８８）、セチルトリメチルアンモニウムクロライド（カチオン部分の分
子量が２８４）、トリオクチルメチルアンモニウムクロライド（カチオン部分の分子量が
３６８）、ジオクチルジメチルアンモニウムクロライド（カチオン部分の分子量が２７０
）、モノラウリルトリメチルアンモニウムクロライド（カチオン部分の分子量が２２８）
、ジラウリルジメチルアンモニウムクロライド（カチオン部分の分子量が３８２）、トリ
ラウリルメチルアンモニウムクロライド（カチオン部分の分子量が５３６）、トリアミル
ベンジルアンモニウムクロライド（カチオン部分の分子量が３１８）、トリヘキシルベン
ジルアンモニウムクロライド（カチオン部分の分子量が３６０）、トリオクチルベンジル
アンモニウムクロライド（カチオン部分の分子量が４４４）、トリラウリルベンジルアン
モニウムクロライド（カチオン部分の分子量が６１２）、ベンジルジメチルステアリルア
ンモニウムクロライド（カチオン部分の分子量が３８８）、及びベンジルジメチルオクチ
ルアンモニウムクロライド（カチオン部分の分子量が２４８）、またはジアルキル（アル
キルがＣ１４～Ｃ１８）ジメチルアンモニウムクロライド（硬化牛脂）（カチオン部分の
分子量が４３８～５５０）等を用いることが好ましい。
【００３５】
　製品としては、花王社製のコータミン２４Ｐ、コータミン８６Ｐコンク、コータミン６
０Ｗ、コータミン８６Ｗ、コータミンＤ８６Ｐ、サニゾールＣ、サニゾールＢ－５０等、
ライオン社製のアーカード２１０－８０Ｅ、２Ｃ－７５、２ＨＴ－７５、２ＨＴフレーク
、２Ｏ－７５Ｉ、２ＨＰ－７５、または２ＨＰフレーク等があげられ、中でもコータミン
Ｄ８６Ｐ（ジステアリルジメチルアンモニウムクロライド）、またはアーカード２ＨＴ－
７５（ジアルキル（アルキルがＣ１４～Ｃ１８）ジメチルアンモニウムクロライド）等が
好ましいものである。
【００３６】
　四級アンモニウム塩化合物は、側鎖にカチオン性基、特にアミノ基、アンモニウム基を
有し、酸性染料と反応、造塩化させ四級アンモニウム塩構造を形成できる樹脂の形態であ
ってもよい。（参考文献１参照）
（参考文献１）特願２０１１－１５０７５２
　特に、四級アンモニウム塩化合物を含有する化合物として、側鎖にカチオン性基を有す
る樹脂を用いることが好ましい。
【００３７】
・側鎖にカチオン性基を有する樹脂
　側鎖にカチオン性基を有する樹脂は、下記一般式（２）で表される構造単位を含むアル
カリ樹脂であって一般式（２）中のカチオン性基が、酸性染料のアニオン性基と塩形成す
ることで、造塩化合物を得ることができる。
【００３８】
一般式（２）
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【化２】

 ［一般式（２）中、Ｒ５は水素原子、または置換もしくは無置換のアルキル基を表す。
Ｒ６～Ｒ８は、それぞれ独立に、水素原子、置換されていてもよいアルキル基、置換され
ていてもよいアルケニル基、または置換されていてもよいアリール基を表し、Ｒ６～Ｒ８

のうち２つが互いに結合して環を形成しても良い。Ｑはアルキレン基、アリーレン基、－
ＣＯＮＨ－Ｒ９－、－ＣＯＯ－Ｒ９－を表し、Ｒ９はアルキレン基を表す。Ｙ－は無機ま
たは有機のアニオンを表す。］
【００３９】
・造塩化合物の製造方法
　酸性染料と四級アンモニウム塩化合物との造塩化合物は、従来知られている方法により
製造することができる。特開平１１－７２９６９号公報などに具体的な手法が開示されて
いる。
　一例をあげると、酸性染料を水に溶解した後、四級アンモニウム塩化合物を添加、攪拌
しながら造塩化処理を行なえばよい。酸性染料中のたとえばスルホン酸基（－ＳＯ３Ｈ）
、スルホン酸ナトリウム基（－ＳＯ３Ｎａ）の部分と四級アンモニウム塩化合物のアンモ
ニウム基（ＮＨ４

＋）の部分が結合した造塩化合物が得られる。また水の代わりに、メタ
ノール、エタノールも造塩化時に使用可能な溶媒である。
【００４０】
　また、本発明に用いる造塩化合物は、一般式（２）で表される側鎖にカチオン性基を有
する樹脂と、酸性染料とを溶解させた水溶液を攪拌または振動させるか、あるいは一般式
（２）で表される側鎖にカチオン性基を有する樹脂の水溶液と酸性染料の水溶液とを攪拌
または振動下で混合させることにより、容易に得ることができる。水溶液中で、樹脂のア
ンモニウム基と酸性染料のアニオン性基がイオン化され、これらがイオン結合し、該イオ
ン結合部分が水不溶性となり析出する。逆に、樹脂の対アニオンと酸性染料の対カチオン
からなる塩は水溶性のため、水洗等により除去が可能となる。使用する側鎖にカチオン性
基を有する樹脂、および酸性染料は、各々単一種類のみを使用しても、構造の異なる複数
種類を使用してもよい。
【００４１】
　造塩化合物としては、特にキサンテン系酸性染料であるＣ．Ｉ．アシッドレッド２８９
やＣ．Ｉ．アシッドレッド５２と、カウンタとなるカチオン部分の分子量が３５０～８０
０である四級アンモニウム塩化合物との造塩化合物を用いることで、溶剤溶解性に優れ、
後述する顔料と併用した場合に、より耐熱性、耐光性、耐溶剤性に優れたものとなる。ま
た造塩化合物が顔料と併用することで良好なものとなるのは、溶剤中に溶解、分散しなが
ら顔料に吸着することによるものであると推測される。このとき、顔料の一次粒子径は、
２０～１００ｎｍであることが好適である。
　本発明の着色組成物は、後述するが、青色顔料と併用する青色着色組成物の形態が好ま
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しい。
【００４２】
＜トリアリールメタン系化合物［Ｃ］＞
　本発明の着色組成物は、トリアリールメタン系化合物（C）を含む。本発明のトリアリ
ールメタン系化合物［Ｃ］としては、トリアリールメタン系塩基性染料、トリアリールメ
タン系塩基性染料と重量平均分子量が２００～３５００の範囲であるカウンタ化合物とか
らなる造塩化合物［Ｃ１］、またはトリアリールメタン系酸性染料が挙げられる。なかで
も、トリアリールメタン系塩基性染料と重量平均分子量が２００～３５００の範囲である
カウンタ化合物とからなる造塩化合物［Ｃ１］が好ましい。重量平均分子量が、２００以
上であると、耐熱性がより高くなるため好ましく、３５００以下であると着色力がより向
上するため好ましい。
【００４３】
本発明におけるトリアリールメタン系化合物［Ｃ］の含有量は、該造塩化合物［Ａ１］１
００重量部に対して、０．１～４０重量部が好ましく、０．１重量部未満であると、蛍光
消光作用が発揮されずコントラスト比が小さくなり、４０重量部を超えると、トリアリー
ルメタン系化合物［Ｃ］由来のコントラスト比の小ささが影響するため好ましくない。よ
り好ましくは、トリアリールメタン系化合物［Ｃ］の含有量が、該造塩化合物［Ａ１］１
００重量部に対して、０．５～２０重量部である。
【００４４】
以上の特徴を有する本発明のトリアリールメタン系化合物［Ｃ］は５５０～７００ｎｍに
吸収帯を有するため、例えば、キサンテン染料の場合、６００ｎｍ付近に蛍光発光を有す
るためキサンテン染料由来の蛍光が本発明のトリアリールメタン系化合物［Ｃ］に再吸収
されることで、消光能が発現する。
【００４５】
［トリアリールメタン系酸性染料］
　トリアリールメタン系酸性染料としては、Ｃ.Ｉ. アシッドブルー１、３、５、７、９
、１１、１５、１７、１９、２２、２４、３８、４８、７５、８３、９０、９１、９３、
９３：１、１００、１０３、１０４、１０９、１１０、１１９、１４７、２６９、１２３
、２１３、Ｃ.Ｉ. ダイレクトブルー４１、Ｃ.Ｉ. アシッドバイオレット１７、１９、２
１、２３、２５、３８、４９、７２、ダイレクトブルー４１などが挙げられる。
【００４６】
［トリアリールメタン系塩基性染料］
　トリアリールメタン系塩基性染料としては、Ｃ．Ｉ.ベーシック　バイオレット１（メ
チルバイオレット）、同３（クリスタルバイオレット）、同１４（Ｍａｇｅｎｔａ）、Ｃ
．Ｉ.ベーシック　ブルー１（ベーシックシアニン６Ｇ）、同５（ベーシックシアニンＥ
Ｘ）、同７（ビクトリアピュアブルー　ＢＯ）、同２６（ビクトリアブルー　Ｂ　ｃｏｎ
ｃ.）、Ｃ．Ｉ.ベーシック　グリーン１（ブリリアントグリーンＧＸ）、同４（マラカイ
トグリーン）等があげられる。
　中でもＣ．Ｉ.ベーシック　ブルー７、同グリーン　４、同バイオレット１、同バイオ
レット３を用いることが好ましい。
　トリアリールメタン系塩基性染料は、中心の炭素に対してパラの位置にあるＮＨ２ある
いはＯＨ基が酸化によりキノン構造をとることによって発色するものである。
　ＮＨ２、ＯＨ基の数によって以下３つの型に分けられるが、中でもトリアミノアリール
メタン系の塩基性染料の形態であることが良好な青色を発色する点で好ましいものである
。
ａ）ジアミノトリアリールメタン系塩基性染料
ｂ）トリアミノトリアリールメタン系塩基性染料
ｃ）ＯＨ基を有するロゾール酸系塩基性染料
　トリアミノトリアリールメタン系塩基性染料、ジアミノトリアリールメタン系塩基性染
料は色調が鮮明であり、他のものよりも日光堅ロウ性に優れ好ましいものである。またジ
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フェニルナフチルメタン塩基性染料および／またはトリアリールメタン塩基性染料が好ま
しい。
［分子量が２００～３５００の範囲であるカウンタ化合物］
　本発明において、好ましく使用することのできるアニオン成分としてのカウンタ化合物
は、分子量が２００～３５００範囲であるアニオン性の化合物であり、具体的にはヘテロ
ポリ酸や、芳香族スルホン酸等の有機スルホン酸、芳香族カルボン酸、脂肪酸などの有機
カルボン酸といった有機酸、酸性染料の形態を有するものである。
【００４７】
　好ましくはカウンタ化合物の分子量が２００～７５０の範囲のものである。カウンタ化
合物の分子量が２００よりも小さいと、耐熱性、耐光性が低下してしまい、またカウンタ
化合物の分子量が３５００よりも大きくなると１分子あたりの発色成分の割合が低下して
しまい十分な発色ができなくなってしまい好ましくない。
　さらに酸基を有する樹脂により変性することも好ましいものである。
【００４８】
　これらの中でもアニオン成分としてのカウンタ化合物は、有機スルホン酸、有機カルボ
ン酸、酸性染料の形態を有することが好ましい。中でも有機スルホン酸、酸性染料の形態
が好ましいものである。この場合、好ましいカウンタ化合物の分子量の範囲は、２００～
７５０となる。
【００４９】
　本発明において規定する分子量、平均分子量は、原子量から換算した理論値で表したも
のである。また少数第１位を有効数字として計算し、算出された数値を四捨五入し、少数
を除外した。
　またカウンタ化合物をナトリウム塩として用いた場合は、ＮａをＨに置き換えた上で分
子量を考慮するものとする。
【００５０】
（ヘテロポリ酸）
　ヘテロポリ酸としては、リンタングステン酸　Ｈ３（ＰＷ１２０４０）・ｎＨ２Ｏ（ｎ
≒３０：≒はニアリーイコールを表す。）（分子量３４２１）、ケイタングステン酸Ｈ４

（ＳiＷ１２０４０）・ｎＨ２Ｏ（ｎ≒３０）（分子量３４１８）、リンモリブデン酸　
Ｈ３（ＰＭo１２０４０）・ｎＨ２Ｏ（ｎ≒３０）（分子量２２０５）、ケイモリブデン
酸　Ｈ３（ＳiＭo１２０４０）・ｎＨ２Ｏ（ｎ≒３０）（分子量２２０２）、リンタング
ストモリブデン酸　Ｈ３（ＰＷ１２―ＸＭoＸ０４０）・ｎＨ２Ｏ（ｎ≒３０）（６＜Ｘ
＜１２）、リンバナドモリブデン酸　Ｈ１５－Ｘ（ＰＶ１２―ＸＭoＸ０４０）・ｎＨ２

Ｏ（ｎ≒３０）等があげられる。
　またリンタングストモリブデン酸、リンバナドモリブデン酸、ケイタングストモリブデ
ン酸は、リンタングステン酸、リンモリブデン酸、ケイタングステン酸、ケイモリブデン
酸等の構成比を変えることで分子量を２２０２～３４２１の範囲に調整することができる
。
　またヘテロポリ酸をカウンタ化合物として使用する場合は、その平均分子量は２８２０
～３４２１の範囲であることが好ましい。これはモリブデンとタングステンを含む場合、
タングステンの割合が５０％を超えることが好ましいことによるものである。リンタング
ストモリブデン酸の場合、Ｍｏの含有量を減らしＷを多く含ませることで透過性に優れる
色材を得ることができる。
【００５１】
（有機酸）
　有機酸としては、芳香族スルホン酸等の有機スルホン酸、芳香族カルボン酸、脂肪酸な
どの有機カルボン酸が挙げられる。
【００５２】
　有機酸の場合、より好ましい分子量の範囲は、２００～４００の範囲である。より好ま
しくは、２５０～４００の範囲である。分子量をこの範囲にすることで、耐性と着色力に
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おいてバランスのとれた着色剤とすることができ好ましいものである。
【００５３】
　芳香族スルホン酸として好ましい化合物は、１－ナフチルアミン－４，８－ジスルホン
酸（分子量３０３）、１－ナフチルアミン－３，８－ジスルホン酸（分子量３０３）、１
－ナフチルアミン－５，７－ジスルホン酸（分子量３０３）、１－ナフチルアミン－３，
６－ジスルホン酸（分子量３０３）、１－ナフチルアミン－３，６，８－トリスルホン酸
（コッホ酸）（分子量３８３）、２－ナフチルアミン－６，８－ジスルホン酸（分子量３
０３）、２－ナフチルアミン－１，６－ジスルホン酸（分子量３０３）、２－ナフチルア
ミン－４，８－ジスルホン酸（分子量３０３）、２－ナフチルアミン－３，６－ジスルホ
ン酸（アミノ－Ｒ酸）（分子量３０３）、２－ナフチルアミン－５，７－ジスルホン酸（
アミノＪ酸）（分子量３０３）、１－ナフトール－４，８－ジスルホン酸（分子量３０４
）、１－ナフトール－３，８－ジスルホン酸（ε酸）（分子量３０４）、１－ナフトール
－３，６－ジスルホン酸（分子量３０４）、１－ナフトール－３，６，８－トリスルホン
酸（分子量３８４）、２－ナフトール－６，８－ジスルホン酸（分子量３０４）、２－ナ
フトール－３，６－ジスルホン酸（Ｒ酸）（分子量３０４）、２－ナフトール－３，６，
８－トリスルホン酸（分子量３８４）、Ｎ－フェニル－１－ナフチルアミン－８－スルホ
ン酸（分子量２９９）、Ｎ－ｐ－トリル－１－ナフチルアミン－８－スルホン酸（分子量
３１３）、Ｎ－フェニル－１－ナフチルアミン－５－スルホン酸（分子量２９９）、Ｎ－
フェニル－２－ナフチルアミン－６－スルホン酸（分子量２９９）、Ｎ－アセチル－７－
アミノ－１－ナフトール－３－スルホン酸（分子量２８１）、Ｎ－フェニル－７－アミノ
－１－ナフトール－３－スルホン酸（分子量３１５）、Ｎ－アセチル－６－アミノ－１－
ナフトール－３－スルホン酸（分子量２８１）、Ｎ－フェニル－６－アミノ－１－ナフト
ール－３－スルホン酸（分子量３１５）、１，８－ジハイドロ－３，６－ジスルホン酸（
クロモトロープ酸）（分子量３２０）、８－アミノ－１－ナフトール－３，６－ジスルホ
ン酸（分子量３１９）、８－アミノ－１－ナフトール－５，７－ジスルホン酸（分子量３
１９）、１，６－ジアミノ－２－ナフトール－４－スルホン酸（分子量２５４）、１－ア
ミノ－２－ナフトール－６，８－ジスルホン酸（分子量３１９）、１－アミノ－２－ナフ
トール－３，６－ジスルホン酸（分子量３１９）、２，８－ジアミノ－１－ナフトール－
５，７－ジスルホン酸（分子量３３４）、２，７－ジアミノ－１－ナフトール－３－スル
ホン酸（分子量２５４）、２，６－ジアミノ－１－ナフトール－３－スルホン酸（分子量
２５４）、２，８－ジアミノ－１－ナフトール－３，６－ジスルホン酸（分子量３３４）
、２－アミノ－７－フェニルアミノ－１－ナフトール－３－スルホン酸（分子量３３０）
等があげられる。
【００５４】
　またアントラセンスルホン酸（分子量２５８）、アントラキノン－２－スルホン酸、ア
ントラキノン－１－スルホン酸（分子量２８８）を用いることも好ましい。
【００５５】
　また、２－アミノ－１－ナフタレンスルホン酸（トビアス酸　分子量２２３）、４－ア
ミノ－１－ナフタレンスルホン酸（ナフチオン酸　分子量２２３）、８－アミノ－１－ナ
フタレンスルホン酸（ペリ酸　分子量２２３）、２－アミノ－６－ナフタレンスルホン酸
（ブレンナー酸　分子量２２３）、１－アミノ－５－ナフタレンスルホン酸（ローレンツ
酸　分子量２２３）、５－アミノ－２－ナフタレンスルホン酸（分子量２２３）、１－ア
ミノ－６－ナフタレンスルホン酸（分子量２２３）、６－アミノ－１－ナフタレンスルホ
ン酸（分子量２２３）、３－アミノ－１－ナフタレンスルホン酸（分子量２２３）等の１
つのアミノ基と１つのスルホン酸基を有するナフチルアミンスルホン酸を用いることが、
耐熱性、耐光性が良好な点において好ましいものである。これらの中でも２－アミノ－１
－ナフタレンスルホン酸（トビアス酸）が特に好ましいものである。
　さらに、２－ヒドロキシ－６－ナフタレンスルホン酸（シェファ酸　分子量２２４）、
１－ヒドロキシ－４－ナフタレンスルホン酸（ネビル－ウィンター酸：ＮＷ酸　分子量２
２４）、１－ヒドロキシ－５－ナフタレンスルホン酸（Ｌ酸　分子量２２４）、２－ヒド
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ロキシ－８－ナフタレンスルホン酸（クロセイン酸　分子量２２４）等の１つの水酸基と
１つのスルホン酸基を有するヒドロキシナフタレンスルホン酸を用いることも好ましい。
【００５６】
　中でも発色性が良好で、高明度を達成できる点で、２～３個のスルホン基を有する有機
スルホン酸が好ましい。４個以上のスルホン酸があると環境安定性が悪くなり経時変化を
起こしやすく、１個のスルホン酸では塩基性染料とカウンタ化合物とが１：１で反応する
ために主色とする場合に発色性が悪くなる場合がある。
【００５７】
　分子量が２００～２５０の範囲である有機スルホン酸の場合は、１分子あたりスルホン
酸基が１つであっても、カウンタ化合物それ自体としての分子量が小さいことから発色性
は損なわれないものである。　
【００５８】
　また有機カルボン酸としては、テトラクロルフタル酸（分子量３０４）、パルミチン酸
（分子量２５７）、ステアリン酸（分子量２８５）、アラキジン酸（分子量３１３）、ベ
ヘン酸（分子量３４１）、リグノセリン酸（分子量３６９）、オレイン酸（分子量２８２
）、エライジン酸（分子量２８２）、エルカ酸（分子量３３９）、ネルボン酸（分子量３
６７）、リノール酸（分子量２８０）、ガモレン酸（分子量２７８）、アラキドン酸（分
子量３０５）、α－リノレン酸（分子量２７８）、ステアリドン酸（分子量２７６）、エ
イコサペンタエン酸（分子量３０２）、ドコサヘキサエン酸（分子量３２８）等があげら
れる。
【００５９】
（酸性染料）
　またカウンタ化合物を酸性染料として用いることで色相をコントロールすることもでき
る。
　酸性染料としては、例えば、アントラキノン系酸性染料、モノアゾ系酸性染料、ジスア
ゾ系酸性染料、オキサジン系酸性染料、アミノケトン系酸性染料、キノリン系酸性染料、
トリアリールメタン系酸性染料などが挙げられる。
【００６０】
　より具体的には、酸性染料としては、Ｃ．Ｉ.アシッド　グリーン３（食用緑色１号）
、Ｃ．Ｉ.アシッド　グリーン５（食用緑色２号）、Ｃ．Ｉ.アシッド　グリーン９、Ｃ．
Ｉ.アシッド　グリーン１６、Ｃ．Ｉ.アシッド　グリーン１９、Ｃ．Ｉ.アシッド　グリ
ーン２５等があげられる。
【００６１】
　酸性染料の場合、より好ましい分子量の範囲は、３００～７５０の範囲である。より好
ましくは、３５０～７００の範囲である。分子量をこの範囲にすることで、耐候性と着色
力においてバランスのとれた着色剤とすることができ好ましいものである。
［造塩］
　これらの塩基性染料とカウンタ化合物との造塩化合物は従来知られている方法により合
成することができる。特開２００３－２１５８５０号公報などに具体的な手法が開示され
ている。
　トリアリールメタン系塩基性染料での一例をあげると、トリアリールメタン系塩基性染
料を水に溶解した後、有機スルホン酸や（有機スルホン酸ナトリウム）溶液を添加、攪拌
しながら造塩化処理を行なえばよい。ここでトリアリールメタン系塩基性染料中のアミノ
基（－ＮＨＣ２Ｈ５）の部分と有機スルホン酸のスルホン酸基（－ＳＯ３Ｈ）の部分が結
合した造塩化合物が得られる。
　ここで有機スルホン酸は造塩処理を行う前に、水酸化ナトリウム等のアルカリ溶液に溶
解させ、スルホン酸ナトリウムの形態（－ＳＯ３Ｎａ）として用いることもできる。また
本発明においては、スルホン酸基（－ＳＯ３Ｈ）とスルホン酸ナトリウムである官能基（
－ＳＯ３Ｎａ）も同義である。
【００６２】
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［酸基を有する樹脂］
　本発明に用いる造塩化合物は、さらにカルボキシル基のごとき酸基を有する樹脂（ロジ
ン変性マレイン酸樹脂（ロジン変性フマル酸樹脂も同義））や、ロジンエステル、ポリエ
ステル樹脂、酸価を有するスチレンアクリル共重合体等を添加することで、バインダ樹脂
中への相溶性、分散性、また溶剤への分散性が大幅に改善される。その結果着色剤として
、発色性、耐熱性、耐光性がさらに優れたものとなる。ここで酸基とはカルボキシル基（
－ＣＯＯＨ）、スルホン基（－ＳＯ３Ｈ）が好ましいものである。
【００６３】
　また酸基を有する樹脂の重量平均分子量は、４００～１２０００の範囲のものを用いる
ことが好ましい。より好ましくは４００～６０００、特に好ましくは、４００～２０００
の範囲である。この範囲のものを用いることで、造塩化合物との相溶性が良好となり、着
色剤としてバインダ樹脂中への分散が良好になる。
　またここで酸基を有する樹脂の重量平均分子量の測定は以下の条件にて行った。
　検体にテトラヒドロフラン（ＴＨＦ）を加え１２時間放置後、検体のＴＨＦ溶液を濾過
し、濾液中に溶解している検体の分子量を測定した。測定はゲル・パーミエイション・ク
ロマトグラフィ（ＧＰＣ）法を用い、標準ポリスチレンにより作成した検量線から分子量
を計算した。
ＧＰＣ装置：東ソー（株）製 ＨＬＣ－８１２０ＧＰＣ
カラム ：東ソー（株）製 ＴＳＫ Ｇuardcolumn 
ＳuperＨ－ＨＴ/ＳＫ－ＧＥＬ/ＳuperＨＭ－Ｍ の３連結
流速：１.０ｍｌ/ｍｉｎ（ＴＨＦ）
【００６４】
　酸基を有する樹脂は、中でもロジン変性マレイン酸樹脂を用いることが好ましい。ロジ
ン変性マレイン酸樹脂は、酸を有する極性基の部分と無極性のロジン骨格の部分とを有す
る。この酸を有する極性基の部分が、未反応のアビエチン酸由来のカルボキシル基および
マレイン酸のカルボキシル基の部分であり、バインダ樹脂の極性基の部分と反応、相溶す
る。また、無極性のロジン骨格の部分が、バインダ樹脂の非極性部と相溶する。
　またロジン変性マレイン酸樹脂の酸成分と塩基性染料（造塩化合物中の未反応の塩基性
染料）のアミノ基の部分との反応も起こることの効果も大きいものである。
【００６５】
　酸基を有する樹脂の酸価は、１００～３００ｍｇＫＯＨ／ｇの範囲であることが好まし
い。酸価が１００ｍｇＫＯＨ／ｇよりも小さいと造塩化合物との相溶性が悪くなってしま
う。また酸価が３００ｍｇＫＯＨ／ｇよりも大きいと後述するアルカリ現像型着色レジス
トとして用いる場合に、現像性不良となってしまうので好ましくない。
なお、ここで酸価とはＪＩＳ　Ｋ－００７０の方法により測定された値である。
【００６６】
　本発明に用いる造塩化合物に酸基を有する樹脂を添加、混合する場合は以下の方法で得
ることができる。
（１）酸基を有する樹脂に可溶な溶媒中に溶解させた上で造塩化合物を添加して溶液中で
混合する方法、（２）混練機等を用いて酸基を有する樹脂を溶融させた状態で造塩化合物
を添加して混合する方法等があげられるが、従来公知のいずれの方法で合成してもかまわ
ない。
【００６７】
　それらの中の一例であるが、具体的には以下のようになる。またここではトリアリール
メタン系塩基性染料、ロジン変性マレイン酸樹脂を用いての事例を示す。
【００６８】
　（１）酸基を有する樹脂に可溶な溶媒中に溶解させた上で造塩化合物を添加して溶液中
で混合する方法
（１－１）
　トリアリールメタン系塩基性染料を水に溶解した後、有機スルホン酸等のカウンタ化合
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物を添加、攪拌しながら造塩化処理を行なう。ここでトリアリールメタン系塩基性染料中
のアミノ基（－ＮＨＣ２Ｈ５）の部分とカウンタ中の酸基の部分が結合した造塩化合物が
得られる。
　ここでカウンタの化合物は造塩処理を行う前に、水酸化ナトリウム等のアルカリ溶液に
溶解させ、スルホン酸ナトリウムの形態（－ＳＯ３Ｎａ）として用いることもできる。ま
た本発明においては、スルホン酸基（－ＳＯ３Ｈ）とスルホン酸ナトリウムである官能基
（－ＳＯ３Ｎａ）も同義である。
【００６９】
（１－２）
　次いで、ロジン変性マレイン酸樹脂を添加する工程であるが、水酸化ナトリウム水溶液
等のアルカリ水溶液を添加して中性に調整した後、アルカリ水溶液に溶解させたロジン変
性マレイン酸樹脂を添加、攪拌しながら混合を行う。次いで、塩酸、硫酸等の鉱酸を添加
して酸性に調製することでロジン変性マレイン酸樹脂を不溶化させ、濾過、洗浄、乾燥を
行い、組成物を得る。また必要ならば粉砕工程を経て所望の粒度にして組成物を得ればよ
い。
【００７０】
（２）混練機等を用いて酸基を有する樹脂を溶融させた状態で造塩化合物を添加して混合
する方法
　本発明の造塩化合物と酸基を有する樹脂（ロジン変性マレイン酸樹脂等）を加熱ニーダ
ー、バンバリーミキサー、３本ロールミル、２本ロールミル、振動ミル、ボールミル、ア
トライター、押出機等の混練機に投入して十分に混合し、酸基を有する樹脂の軟化点以上
の温度で溶融混練を行う。これにより酸基を有する樹脂中に造塩化合物が分散する。ここ
で得られる組成物は造塩化合物に酸基を有する樹脂が被覆されている状態である。さらに
この組成物を粗砕、粉砕して所望の粒度に調整することにより組成物を得ればよい。
【００７１】
《青色顔料》
　本発明のカラーフィルタ用着色組成物の青色着色剤［Ａ］としては、青色顔料を併用し
て用いることができる。
【００７２】
　用いることの出来る青色顔料としては、例えばＣ．Ｉ．ピグメントブルー１、１：２、
９、１４、１５、１５：１、１５：２、１５：３、１５：４、１５：６、１６、１７、１
９、２５、２７、２８、２９、３３、３５、３６、５６、５６：１、６０、６１、６１：
１、６２、６３、６６、６７、６８、７１、７２、７３、７４、７５、７６、７８、７９
などを挙げることができる。これらの中でも、高コントラスト比、高明度を得る観点から
、好ましくはＣ．Ｉ．ピグメントブルー１５、１５：１、１５：２、１５：３、１５：４
、または１５：６であり、更に好ましくはＣ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６である。
【００７３】
　特に、着色組成物を青色画素用に用いる場合、青色顔料を併用することで、多くのバッ
クライトがもつ特徴的なピークをもつ４２５～５００ｎｍ付近において、分光スペクトル
が高い透過率を有することが可能になり、従来の青色顔料およびその他の顔料を組み合わ
せた着色剤よりも青色フィルタセグメントとして、高い明度を得ることができるために好
ましい。
【００７４】
＜顔料の微細化＞
　本発明に用いる顔料は、ソルトミリング処理等を行い微細化することができる。顔料の
一次粒子径は、顔料担体中への分散が良好なことから、２０ｎｍ以上であることが好まし
い。また、コントラスト比が高いフィルタセグメントを形成できることから、１００ｎｍ
以下であることが好ましい。特に好ましい範囲は、２５～８５ｎｍの範囲である。なお、
顔料の一次粒子径は、例えば、顔料のＴＥＭ（透過型電子顕微鏡）による電子顕微鏡写真
から一次粒子の大きさを直接計測する方法がある。具体的には、例えば、個々の顔料の一
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次粒子の短軸径と長軸径をｎｍ単位で計測し、その平均をその顔料粒子の一次粒子径とし
て、次に、求めた粒径を有する球と仮定して粒子の体積を求め、この作業を１００個の顔
料粒子について行い、それぞれの粒子径と体積を基に計算することで個数平均粒子径を算
出する方法などがある。
【００７５】
　ソルトミリング処理とは、顔料と水溶性無機塩と水溶性有機溶剤との混合物を、ニーダ
ー、２本ロールミル、３本ロールミル、ボールミル、アトライター、サンドミル等の混練
機を用いて、加熱しながら機械的に混練した後、水洗により水溶性無機塩と水溶性有機溶
剤を除去する処理である。水溶性無機塩は、破砕助剤として働くものであり、ソルトミリ
ング時に無機塩の硬度の高さを利用して顔料が破砕される。顔料をソルトミリング処理す
る際の条件を最適化することにより、一次粒子径が非常に微細であり、また、分布の幅が
せまく、シャープな粒度分布をもつ顔料を得ることができる。
【００７６】
　水溶性無機塩としては、塩化ナトリウム、塩化バリウム、塩化カリウム、硫酸ナトリウ
ム等を用いることができるが、価格の点から塩化ナトリウム（食塩）を用いるのが好まし
い。水溶性無機塩は、処理効率と生産効率の両面から、顔料１００重量部に対し、５０～
２０００重量部用いることが好ましく、３００～１０００重量部用いることが最も好まし
い。
【００７７】
　水溶性有機溶剤は、顔料及び水溶性無機塩を湿潤する働きをするものであり、水に溶解
（混和）し、かつ用いる無機塩を実質的に溶解しないものであれば特に限定されない。た
だし、ソルトミリング時に温度が上昇し、溶剤が蒸発し易い状態になるため、安全性の点
から、沸点１２０℃以上の高沸点溶剤が好ましい。例えば、２－メトキシエタノール、２
－ブトキシエタノール、２－（イソペンチルオキシ）エタノール、２－（ヘキシルオキシ
）エタノール、ジエチレングリコール、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエ
チレングリコールモノブチルエーテル、トリエチレングリコール、トリエチレングリコー
ルモノメチルエーテル、液状のポリエチレングリコール、１－メトキシ－２－プロパノー
ル、１－エトキシ－２－プロパノール、ジプロピレングリコール、ジプロピレングリコー
ルモノメチルエーテル、ジプロピレングリコールモノエチルエーテル、液状のポリプロピ
レングリコール等が用いられる。水溶性有機溶剤は、顔料１００重量部に対し、５～１０
００重量部用いることが好ましく、５０～５００重量部用いることが最も好ましい。
【００７８】
　顔料をソルトミリング処理する際には、必要に応じて樹脂を添加してもよい。用いられ
る樹脂の種類は特に限定されず、天然樹脂、変性天然樹脂、合成樹脂、天然樹脂で変性さ
れた合成樹脂等を用いることができる。用いられる樹脂は、室温で固体であり、水不溶性
であることが好ましく、かつ上記有機溶剤に一部可溶であることがさらに好ましい。樹脂
の使用量は、顔料１００重量部に対し、５～２００重量部の範囲であることが好ましい。
【００７９】
＜バインダー樹脂［Ｂ］＞
　本発明の着色組成物に含まれるバインダー樹脂は、着色剤を分散するもの、もしくは染
色、浸透させるものであって、従来公知の熱可塑性樹脂、および熱硬化性樹脂等が挙げら
れる。バインダー樹脂としては、可視光領域の４００～７００ｎｍの全波長領域において
分光透過率が好ましくは８０％以上、より好ましくは９５％以上の樹脂であることが好ま
しい。
【００８０】
　熱可塑性樹脂としては、例えば、アクリル樹脂、ブチラール樹脂、スチレンーマレイン
酸共重合体、塩素化ポリエチレン、塩素化ポリプロピレン、ポリ塩化ビニル、塩化ビニル
－酢酸ビニル共重合体、ポリ酢酸ビニル、ポリウレタン系樹脂、ポリエステル樹脂、ビニ
ル系樹脂、アルキッド樹脂、ポリスチレン樹脂、ポリアミド樹脂、ゴム系樹脂、環化ゴム
系樹脂、セルロース類、ポリエチレン（ＨＤＰＥ、ＬＤＰＥ）、ポリブタジエン、および
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ポリイミド樹脂等が挙げられる。
【００８１】
　また、アルカリ現像型着色レジスト材の形態で用いる場合には、酸性基含有エチレン性
不飽和単量体を共重合したアルカリ可溶性樹脂を用いることが好ましい。また、さらに光
感度を向上させるために、エチレン性不飽和二重結合を有する活性エネルギー線硬化性樹
脂を用いることもできる。
　特に側鎖にエチレン性不飽和二重結合を有する活性エネルギー線硬化性樹脂をアルカリ
現像型着色レジスト材に用いることで、活性エネルギー線で露光し塗膜を形成する際に、
樹脂が３次元架橋されることで着色剤が固定され、耐熱性が良好になり、着色剤の熱によ
る退色（明度低下）を抑制できる。また、現像工程においても着色剤成分の凝集・析出を
抑制する効果もある。
【００８２】
　酸性基含有エチレン性不飽和モノマーを共重合したアルカリ可溶性樹脂としては、例え
ば、カルボキシル基、スルホン基等の酸性基を有する樹脂が挙げられる。アルカリ可溶性
樹脂として具体的には、酸性基を有するアクリル樹脂、α－オレフィン／（無水）マレイ
ン酸共重合体、スチレン／スチレンスルホン酸共重合体、エチレン／（メタ）アクリル酸
共重合体、またはイソブチレン／（無水）マレイン酸共重合体等が挙げられる。中でも、
酸性基を有するアクリル樹脂、およびスチレン／スチレンスルホン酸共重合体から選ばれ
る少なくとも１種の樹脂、特に酸性基を有するアクリル樹脂は、耐熱性、透明性が高いた
め、好適に用いられる。
【００８３】
　エチレン性不飽和活性二重結合を有するエネルギー線硬化性樹脂としては、ヒドロキシ
基、カルボキシル基、アミノ基等の反応性の置換基を有する高分子にイソシアネート基、
アルデヒド基、エポキシ基等の反応性置換基を有する（メタ）アクリル化合物やケイヒ酸
を反応させて、（メタ）アクリロイル基、スチリル基等の光架橋性基を該高分子に導入し
た樹脂が用いられる。また、スチレン－無水マレイン酸共重合物やα－オレフィン－無水
マレイン酸共重合物等の酸無水物を含む高分子をヒドロキシアルキル（メタ）アクリレー
ト等の水酸基を有する（メタ）アクリル化合物によりハーフエステル化したものも用いら
れる。
【００８４】
　熱可塑性樹脂として、アルカリ可溶性能とエネルギー線硬化性能とを併せもつものも、
カラーフィルタ用着色組成物として好ましい。
【００８５】
　上記熱可塑性樹脂を構成するモノマーとして以下のものが挙げられる。例えば、メチル
（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、ｎ－プロピル（メタ）アクリレー
ト、イソプロピル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、イソブチル
（メタ）アクリレート、ｔ－ブチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）
アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレート
、ラウリル（メタ）アクリレート、テトラヒドロフルフリル（メタ）アクリレート、イソ
ボルニル（メタ）アクリレート、フェニル（メタ）アクリレート、ベンジル（メタ）アク
リレート、フェノキシエチル（メタ）アクリレート、フェノキシジエチレングリコール（
メタ）アクリレート、メトキシポリプロピレングリコール（メタ）アクリレート、または
エトキシポリエチレングリコール（メタ）アクリレート等の（メタ）アクリレート類、
あるいは、（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ
－ジエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－イソプロピル（メタ）アクリルアミド、ダイア
セトン（メタ）アクリルアミド、またはアクリロイルモルホリン等の（メタ）アクリルア
ミド類、スチレン、またはα－メチルスチレン等のスチレン類、エチルビニルエーテル、
ｎ－プロピルビニルエーテル、イソプロピルビニルエーテル、ｎ－ブチルビニルエーテル
、またはイソブチルビニルエーテル等のビニルエーテル類、酢酸ビニル、またはプロピオ
ン酸ビニル等の脂肪酸ビニル類が挙げられる。
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【００８６】
　あるいは、シクロヘキシルマレイミド、フェニルマレイミド、メチルマレイミド、エチ
ルマレイミド、１，２－ビスマレイミドエタン１，６－ビスマレイミドヘキサン、３－マ
レイミドプロピオン酸、６，７－メチレンジオキシ－４－メチル－３－マレイミドクマリ
ン、４，４’－ビスマレイミドジフェニルメタン、ビス（３－エチル－５－メチル－４－
マレイミドフェニル）メタン、Ｎ，Ｎ’－１，３－フェニレンジマレイミド、Ｎ，Ｎ’－
１，４－フェニレンジマレイミド、Ｎ－（１－ピレニル）マレイミド、Ｎ－（２，４，６
－トリクロロフェニル）マレイミド、Ｎ－（４－アミノフェニル）マレイミド、Ｎ－（４
－ニトロフェニル）マレイミド、Ｎ－ベンジルマレイミド、Ｎ－ブロモメチル－２，３－
ジクロロマレイミド、Ｎ－スクシンイミジル－３－マレイミドベンゾエート、Ｎ－スクシ
ンイミジル－３－マレイミドプロピオナート、Ｎ－スクシンイミジル－４－マレイミドブ
チラート、Ｎ－スクシンイミジル－６－マレイミドヘキサノアート、Ｎ－［４－（２－ベ
ンゾイミダゾリル）フェニル］マレイミド、９－マレイミドアクリジン等のＮ-置換マレ
イミド類が挙げられる。
【００８７】
　熱硬化性樹脂としては、例えば、エポキシ樹脂、ベンゾグアナミン樹脂、ロジン変性マ
レイン酸樹脂、ロジン変性フマル酸樹脂、メラミン樹脂、尿素樹脂、およびフェノール樹
脂等が挙げられる。中でも、耐熱性向上の観点から、エポキシ樹脂、メラミン樹脂がより
好適に用いられる。
【００８８】
　バインダー樹脂の重量平均分子量（Ｍｗ）は、着色剤を好ましく分散させるためには、
５，０００～８０，０００の範囲が好ましく、より好ましくは７，０００～５０，０００
の範囲である。また数平均分子量（Ｍｎ）は２，５００～４０，０００の範囲が好ましく
、Ｍｗ／Ｍｎの値は１０以下であることが好ましい。
【００８９】
　ここで重量平均分子量（Ｍｗ）、数平均分子量（Ｍｎ）は、東ソー株式会社製ゲルパー
ミエイションクロマトグラフィー「ＨＬＣ－８１２０ＧＰＣ」において、分離カラムを４
本直列に繋ぎ、充填剤には順に東ソー株式会社製「ＴＳＫ－ＧＥＬ ＳＵＰＥＲ Ｈ５００
０」、「Ｈ４０００」、「Ｈ３０００」、および「Ｈ２０００」を用い、移動相にテトラ
ヒドロフランを用いて測定したポリスチレン換算分子量である。
【００９０】
　バインダー樹脂をカラーフィルタ用着色組成物として使用する場合には、着色剤吸着基
および現像時のアルカリ可溶基として働くカルボキシル基、着色剤担体および溶剤に対す
る親和性基として働く脂肪族基および芳香族基のバランスが、着色剤の分散性、浸透性、
現像性、さらには耐久性にとって重要であり、酸価２０～３００ｍｇＫＯＨ／ｇの樹脂を
用いることが好ましい。酸価が、２０ｍｇＫＯＨ／ｇ未満では、現像液に対する溶解性が
悪く、微細パターン形成するのが困難である。３００ｍｇＫＯＨ／ｇを超えると、現像で
微細パターンが残らなくなる。
【００９１】
　バインダー樹脂は、着色剤１００重量部に対し、２０～５００重量部の量で用いること
が好ましい。２０重量部未満では、成膜性および諸耐性が不十分となり、５００重量部よ
り多いと着色剤の濃度が低くなり、色特性を発現できない。
【００９２】
＜有機溶剤［Ｄ］＞
　本発明の着色組成物には、着色剤を充分に着色剤担体中に分散、浸透させ、ガラス基板
等の基板上に乾燥膜厚が０．２～５μｍとなるように塗布してフィルタセグメントを形成
することを容易にするために有機溶剤を含有させる。有機溶剤は、着色組成物の塗布性が
良好であることに加え、着色組成物各成分の溶解性、さらには安全性を考慮して選定され
る。
【００９３】
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　有機溶剤としては、例えば、乳酸エチル、ベンジルアルコール、１，２，３－トリクロ
ロプロパン、１，３－ブタンジオール、１，３－ブチレングリコール、１，３－ブチレン
グリコールジアセテート、１，４－ジオキサン、２－ヘプタノン、２－メチル－１，３－
プロパンジオール、３，５，５－トリメチル－２－シクロヘキセン－１－オン、３，３，
５－トリメチルシクロヘキサノン、３－エトキシプロピオン酸エチル、３－メチル－１，
３－ブタンジオール、３－メトキシ－３－メチル－１－ブタノール、３－メトキシ－３－
メチルブチルアセテート、３-メトキシブタノール、３－メトキシブチルアセテート、４
－ヘプタノン、ｍ－キシレン、ｍ－ジエチルベンゼン、ｍ－ジクロロベンゼン、Ｎ，Ｎ－
ジメチルアセトアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、ｎ－ブチルアルコール、ｎ－ブ
チルベンゼン、ｎ－プロピルアセテート、ｏ－キシレン、ｏ－クロロトルエン、ｏ－ジエ
チルベンゼン、ｏ－ジクロロベンゼン、ｐ－クロロトルエン、ｐ－ジエチルベンゼン、ｓ
ｅｃ－ブチルベンゼン、ｔｅｒｔ－ブチルベンゼン、γ―ブチロラクトン、イソブチルア
ルコール、イソホロン、エチレングリコールジエチルエーテル、エチレングリコールジブ
チルエーテル、エチレングリコールモノイソプロピルエーテル、エチレングリコールモノ
エチルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテルアセテート、エチレングリコー
ルモノターシャリーブチルエーテル、エチレングリコールモノブチルエーテル、エチレン
グリコールモノブチルエーテルアセテート、エチレングリコールモノプロピルエーテル、
エチレングリコールモノヘキシルエーテル、エチレングリコールモノメチルエーテル、エ
チレングリコールモノメチルエーテルアセテート、ジイソブチルケトン、ジエチレングリ
コールジエチルエーテル、ジエチレングリコールジメチルエーテル、ジエチレングリコー
ルモノイソプロピルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテルアセテート、ジ
エチレングリコールモノブチルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルエーテルアセ
テート、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、シクロヘキサノール、シクロヘキサ
ノールアセテート、シクロヘキサノン、ジプロピレングリコールジメチルエーテル、ジプ
ロピレングリコールメチルエーテルアセテート、ジプロピレングリコールモノエチルエー
テル、ジプロピレングリコールモノブチルエーテル、ジプロピレングリコールモノプロピ
ルエーテル、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル、ダイアセトンアルコール、ト
リアセチン、トリプロピレングリコールモノブチルエーテル、トリプロピレングリコール
モノメチルエーテル、プロピレングリコールジアセテート、プロピレングリコールフェニ
ルエーテル、プロピレングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノエチ
ルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノブチルエーテル、プロピレングリコー
ルモノプロピルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコ
ールモノメチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノメチルエーテルプロピオ
ネート、ベンジルアルコール、メチルイソブチルケトン、メチルシクロヘキサノール、酢
酸ｎ－アミル、酢酸ｎ－ブチル、酢酸イソアミル、酢酸イソブチル、酢酸プロピル、二塩
基酸エステル等が挙げられる。
　これらの溶剤は、単独で、または必要に応じて任意の比率で２種以上混合して用いるこ
とができる。
【００９４】
　中でも、着色剤の分散性、浸透性、および着色組成物の塗布性が良好なことから、乳酸
エチル等のアルキルラクテート類、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート
、プロピレングリコールモノエチルエーテルアセテート、エチレングリコールモノメチル
エーテルアセテート、エチレングリコールモノエチルエーテルアセテート等のグリコール
アセテート類、ベンジルアルコール、ダイアセトンアルコール等のアルコール類やシクロ
ヘキサノン等のケトン類を用いることが好ましい。
【００９５】
　また有機溶剤は、着色組成物を適正な粘度に調節し、目的とする均一な膜厚のフィルタ
セグメントを形成できることから、着色剤１００重量部に対して、５００～４０００重量
部の量で用いることが好ましい。
【００９６】
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＜光重合性単量体＞
　本発明の着色組成物に添加しても良い光重合性単量体には、紫外線や熱などにより硬化
して透明樹脂を生成するモノマーもしくはオリゴマーが含まれる。
【００９７】
　紫外線や熱などにより硬化して透明樹脂を生成するモノマー、オリゴマーとしては、例
えば、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシエチ
ル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、シクロヘキシ
ル（メタ）アクリレート、β－カルボキシエチル（メタ）アクリレート、ポリエチレング
リコールジ（メタ）アクリレート、１，６－ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、
トリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、トリプロピレングリコールジ（メタ）
アクリレート、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトー
ルトリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、１，
６－ヘキサンジオールジグリシジルエーテルジ（メタ）アクリレート、ビスフェノールＡ
ジグリシジルエーテルジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコールジグリシジルエ
ーテルジ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、
ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレート、トリシクロデカニル（メタ）アク
リレート、エステルアクリレート、メチロール化メラミンの（メタ）アクリル酸エステル
、エポキシ（メタ）アクリレート、ウレタンアクリレート等の各種アクリル酸エステルお
よびメタクリル酸エステル、（メタ）アクリル酸、スチレン、酢酸ビニル、ヒドロキシエ
チルビニルエーテル、エチレングリコールジビニルエーテル、ペンタエリスリトールトリ
ビニルエーテル、（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ヒドロキシメチル（メタ）アクリルアミ
ド、Ｎ－ビニルホルムアミド、アクリロニトリル等が挙げられるが、必ずしもこれらに限
定されるものではない。
　これらの光重合性化合物は、１種を単独で、または必要に応じて任意の比率で２種以上
混合して用いることができる。
【００９８】
　光重合性単量体の配合量は、着色剤１００重量部に対し、５～４００重量部であること
が好ましく、光硬化性および現像性の観点から１０～３００重量部であることがより好ま
しい。
【００９９】
＜光重合開始剤＞
　本発明の着色組成物には、該組成物を紫外線照射により硬化させ、フォトリソグラフィ
ー法によりフィルタセグメントを形成するために、光重合開始剤を加えて溶剤現像型ある
いはアルカリ現像型感光性着色組成物の形態で調製することができる。
【０１００】
　光重合開始剤としては、４－フェノキシジクロロアセトフェノン、４－ｔ－ブチル－ジ
クロロアセトフェノン、ジエトキシアセトフェノン、１－（４－イソプロピルフェニル）
－２－ヒドロキシ－２－メチルプロパン－１－オン、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェ
ニルケトン、２－メチル－１－[４－（メチルチオ）フェニル]－２－モルフォリノプロパ
ン－１－オン、２－（ジメチルアミノ）－２－[（４－メチルフェニル）メチル]－１－[
４－（４－モルホリニル）フェニル]－１－ブタノン、または２－ベンジル－２－ジメチ
ルアミノ－１－（４－モルフォリノフェニル）－ブタン－１－オン等のアセトフェノン系
化合物；ベンゾイン、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾインエチルエーテル、ベンゾイ
ンイソプロピルエーテル、またはベンジルジメチルケタール等のベンゾイン系化合物；ベ
ンゾフェノン、ベンゾイル安息香酸、ベンゾイル安息香酸メチル、４－フェニルベンゾフ
ェノン、ヒドロキシベンゾフェノン、アクリル化ベンゾフェノン、４－ベンゾイル－４’
－メチルジフェニルサルファイド、または３，３’，４，４’－テトラ（ｔ－ブチルパー
オキシカルボニル）ベンゾフェノン等のベンゾフェノン系化合物；チオキサントン、２－
クロルチオキサントン、２－メチルチオキサントン、イソプロピルチオキサントン、２，
４－ジイソプロピルチオキサントン、または２，４－ジエチルチオキサントン等のチオキ
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サントン系化合物；２，４，６－トリクロロ－ｓ－トリアジン、２－フェニル－４，６－
ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（ｐ－メトキシフェニル）－４，６－
ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（ｐ－トリル）－４，６－ビス（トリ
クロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－ピペロニル－４，６－ビス（トリクロロメチル）
－ｓ－トリアジン、２，４－ビス（トリクロロメチル）－６－スチリル－ｓ－トリアジン
、２－（ナフト－１－イル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２
－（４－メトキシ－ナフト－１－イル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリ
アジン、２，４－トリクロロメチル－（ピペロニル）－６－トリアジン、または２，４－
トリクロロメチル－（４’－メトキシスチリル）－６－トリアジン等のトリアジン系化合
物；１，２－オクタンジオン，１－〔４－（フェニルチオ）－，２－（Ｏ－ベンゾイルオ
キシム）〕、またはＯ－（アセチル）－Ｎ－（１－フェニル－２－オキソ－２－（４’－
メトキシ－ナフチル）エチリデン）ヒドロキシルアミン等のオキシムエステル系化合物；
ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）フェニルホスフィンオキサイド、または２，
４，６－トリメチルベンゾイルジフェニルホスフィンオキサイド等のホスフィン系化合物
；９，１０－フェナンスレンキノン、カンファーキノン、エチルアントラキノン等のキノ
ン系化合物；　ボレート系化合物；　カルバゾール系化合物；イミダゾール系化合物；あ
るいは、チタノセン系化合物等が用いられる。
　これらの光重合開始剤は、１種を単独で、または必要に応じて任意の比率で２種以上混
合して用いることができる。
【０１０１】
　光重合開始剤の含有量は、着色剤１００重量部に対し、２～２００重量部であることが
好ましく、光硬化性及び現像性の観点から３～１５０重量部であることがより好ましい。
【０１０２】
＜増感剤＞
　さらに、本発明の着色組成物には、増感剤を含有させることができる。
　増感剤としては、カルコン誘導体、ジベンザルアセトン等に代表される不飽和ケトン類
、ベンジルやカンファーキノン等に代表される１，２－ジケトン誘導体、ベンゾイン誘導
体、フルオレン誘導体、ナフトキノン誘導体、アントラキノン誘導体、キサンテン誘導体
、チオキサンテン誘導体、キサントン誘導体、チオキサントン誘導体、クマリン誘導体、
ケトクマリン誘導体、シアニン誘導体、メロシアニン誘導体、オキソノ－ル誘導体等のポ
リメチン色素、アクリジン誘導体、アジン誘導体、チアジン誘導体、オキサジン誘導体、
インドリン誘導体、アズレン誘導体、アズレニウム誘導体、スクアリリウム誘導体、ポル
フィリン誘導体、テトラフェニルポルフィリン誘導体、トリアリールメタン誘導体、テト
ラベンゾポルフィリン誘導体、テトラピラジノポルフィラジン誘導体、フタロシアニン誘
導体、テトラアザポルフィラジン誘導体、テトラキノキサリロポルフィラジン誘導体、ナ
フタロシアニン誘導体、サブフタロシアニン誘導体、ピリリウム誘導体、チオピリリウム
誘導体、テトラフィリン誘導体、アヌレン誘導体、スピロピラン誘導体、スピロオキサジ
ン誘導体、チオスピロピラン誘導体、金属アレーン錯体、有機ルテニウム錯体、又はミヒ
ラーケトン誘導体、ビイミダゾール誘導体、α－アシロキシエステル、アシルフォスフィ
ンオキサイド、メチルフェニルグリオキシレート、ベンジル、９，１０－フェナンスレン
キノン、カンファーキノン、エチルアンスラキノン、４，４’－ジエチルイソフタロフェ
ノン、３，３’，又は４，４’－テトラ（ｔ－ブチルパーオキシカルボニル）ベンゾフェ
ノン、４，４’－ジエチルアミノベンゾフェノン等が挙げられる。
　これらの増感剤は、１種を単独で、または必要に応じて任意の比率で２種以上混合して
用いることができる。
【０１０３】
　さらに具体的には、大河原信ら編、「色素ハンドブック」（１９８６年、講談社）、大
河原信ら編、「機能性色素の化学」（１９８１年、シーエムシー）、池森忠三朗ら編、及
び「特殊機能材料」（１９８６年、シーエムシー）に記載の増感剤が挙げられるがこれら
に限定されるものではない。また、その他、紫外から近赤外域にかけての光に対して吸収
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を示す増感剤を含有させることもできる。
【０１０４】
　増感剤の含有量は、着色組成物中に含まれる光重合開始剤１００重量部に対し、３～６
０重量部であることが好ましく、光硬化性、現像性の観点から５～５０重量部であること
がより好ましい。
【０１０５】
＜多官能チオール＞
　本発明のカラーフィルタ用着色組成物は、連鎖移動剤としての働きをする多官能チオー
ルを含有することができる。
　多官能チオールは、チオール基を２個以上有する化合物であればよく、例えば、ヘキサ
ンジチオール、デカンジチオール、１，４－ブタンジオールビスチオプロピオネート、１
，４－ブタンジオールビスチオグリコレート、エチレングリコールビスチオグリコレート
、エチレングリコールビスチオプロピオネート、トリメチロールプロパントリスチオグリ
コレート、トリメチロールプロパントリスチオプロピオネート、トリメチロールプロパン
トリス（３－メルカプトブチレート）、ペンタエリスリトールテトラキスチオグリコレー
ト、ペンタエリスリトールテトラキスチオプロピオネート、トリメルカプトプロピオン酸
トリス（２－ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、１，４－ジメチルメルカプトベンゼ
ン、
２、４、６－トリメルカプト－ｓ－トリアジン、２－（Ｎ，Ｎ－ジブチルアミノ）－４，
６－ジメルカプト－ｓ－トリアジン等が挙げられる。これらの多官能チオールは、１種を
単独で、または必要に応じて任意の比率で２種以上混合して用いることができる。
【０１０６】
　多官能チオールの含有量は、カラーフィルタ用着色組成物の全固形分の重量を基準（１
００重量％）として好ましくは０．１～３０重量％であり、より好ましくは１～２０重量
％である。多官能チオールの含有量が０．１重量％未満では多官能チオールの添加効果が
不充分であり、３０重量％を越えると感度が高すぎて逆に解像度が低下する。
【０１０７】
＜酸化防止剤＞
　本発明のカラーフィルタ用着色組成物は、酸化防止剤を含有することができる。酸化防
止剤は、カラーフィルタ用着色組成物に含まれる光重合開始剤や熱硬化性化合物が、熱硬
化やＩＴＯアニール時の熱工程によって酸化し黄変することを防ぐため、塗膜の透過率を
高くすることができる。そのため、酸化防止剤を含むことで、加熱工程時の酸化による黄
変を防止し、高い塗膜の透過率を得る事ができる。
【０１０８】
　本発明における「酸化防止剤」とは、紫外線吸収機能、ラジカル補足機能、または、過
酸化物分解機能を有する化合物であればよく、具体的には、酸化防止剤としてヒンダード
フェノール系、ヒンダードアミン系、リン系、イオウ系、ベンゾトリアゾール系、ベンゾ
フェノン系、ヒドロキシルアミン系、サルチル酸エステル系、およびトリアジン系の化合
物があげられ、公知の紫外線吸収剤、酸化防止剤等が使用できる。
【０１０９】
　これらの酸化防止剤の中でも、塗膜の透過率と感度の両立の観点から、好ましいものと
しては、ヒンダードフェノール系酸化防止剤、ヒンダードアミン系酸化防止剤、リン系酸
化防止剤またはイオウ系酸化防止剤が挙げられる。また、より好ましくは、ヒンダードフ
ェノール系酸化防止剤、ヒンダードアミン系酸化防止剤、またはリン系酸化防止剤である
。
【０１１０】
　これらの酸化防止剤は、１種を単独で、または必要に応じて任意の比率で２種以上混合
して用いることができる。
【０１１１】
　酸化防止剤の含有量は、カラーフィルタ用着色組成物の固形分重量を基準（１００重量
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％）として、０．５～５．０重量％の場合、明度、感度が良好であるためより好ましい。
【０１１２】
＜アミン系化合物＞
　また、本発明の着色組成物には、溶存している酸素を還元する働きのあるアミン系化合
物を含有させることができる。
【０１１３】
　このようなアミン系化合物としては、トリエタノールアミン、メチルジエタノールアミ
ン、トリイソプロパノールアミン、４－ジメチルアミノ安息香酸メチル、４－ジメチルア
ミノ安息香酸エチル、４－ジメチルアミノ安息香酸イソアミル、安息香酸２－ジメチルア
ミノエチル、４－ジメチルアミノ安息香酸２－エチルヘキシル、およびＮ，Ｎ－ジメチル
パラトルイジン等が挙げられる。
【０１１４】
＜レベリング剤＞
　本発明の着色組成物には、透明基板上での組成物のレベリング性をよくするため、レベ
リング剤を添加することが好ましい。レベリング剤としては、主鎖にポリエーテル構造ま
たはポリエステル構造を有するジメチルシロキサンが好ましい。主鎖にポリエーテル構造
を有するジメチルシロキサンの具体例としては、東レ・ダウコーニング社製ＦＺ－２１２
２、ビックケミー社製ＢＹＫ－３３３などが挙げられる。主鎖にポリエステル構造を有す
るジメチルシロキサンの具体例としては、ビックケミー社製ＢＹＫ－３１０、ＢＹＫ－３
７０などが挙げられる。主鎖にポリエーテル構造を有するジメチルシロキサンと、主鎖に
ポリエステル構造を有するジメチルシロキサンとは、併用することもできる。レベリング
剤の含有量は通常、着色組成物の全重量を基準（１００重量％）として、０．００３～０
．５重量％用いることが好ましい。
【０１１５】
　レベリング剤として特に好ましいものとしては、分子内に疎水基と親水基を有するいわ
ゆる界面活性剤の一種で、親水基を有しながらも水に対する溶解性が小さく、着色組成物
に添加した場合、その表面張力低下能が低いという特徴を有し、さらに表面張力低下能が
低いにも拘らずガラス板への濡れ性が良好なものが有用であり、泡立ちによる塗膜の欠陥
が出現しない添加量において十分に帯電性を抑止できるものが好ましく使用できる。この
ような好ましい特性を有するレベリング剤として、ポリアルキレンオキサイド単位を有す
るジメチルポリシロキサンが好ましく使用できる。ポリアルキレンオキサイド単位として
は、ポリエチレンオキサイド単位、ポリプロピレンオキサイド単位があり、ジメチルポリ
シロキサンは、ポリエチレンオキサイド単位とポリプロピレンオキサイド単位とを共に有
していてもよい。
【０１１６】
　また、ポリアルキレンオキサイド単位のジメチルポリシロキサンとの結合形態は、ポリ
アルキレンオキサイド単位がジメチルポリシロキサンの繰り返し単位中に結合したペンダ
ント型、ジメチルポリシロキサンの末端に結合した末端変性型、ジメチルポリシロキサン
と交互に繰り返し結合した直鎖状のブロックコポリマー型のいずれであってもよい。ポリ
アルキレンオキサイド単位を有するジメチルポリシロキサンは、東レ・ダウコーニング株
式会社から市販されており、例えば、ＦＺ－２１１０、ＦＺ－２１２２、ＦＺ－２１３０
、ＦＺ－２１６６、ＦＺ－２１９１、ＦＺ－２２０３、ＦＺ－２２０７が挙げられるが、
これらに限定されるものではない。
【０１１７】
　レベリング剤には、アニオン性、カチオン性、ノニオン性、または両性の界面活性剤を
補助的に加えることも可能である。界面活性剤は、２種以上混合して使用しても構わない
。
　レベリング剤に補助的に加えるアニオン性界面活性剤としては、ポリオキシエチレンア
ルキルエーテル硫酸塩、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム、スチレン－アクリル酸
共重合体のアルカリ塩、アルキルナフタリンスルホン酸ナトリウム、アルキルジフェニル
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エーテルジスルホン酸ナトリウム、ラウリル硫酸モノエタノールアミン、ラウリル硫酸ト
リエタノールアミン、ラウリル硫酸アンモニウム、ステアリン酸モノエタノールアミン、
ステアリン酸ナトリウム、ラウリル硫酸ナトリウム、スチレン－アクリル酸共重合体のモ
ノエタノールアミン、ポリオキシエチレンアルキルエーテルリン酸エステルなどが挙げら
れる。
【０１１８】
　レベリング剤に補助的に加えるカオチン性界面活性剤としては、アルキル４級アンモニ
ウム塩やそれらのエチレンオキサイド付加物が挙げられる。レベリング剤に補助的に加え
るノニオン性界面活性剤としては、ポリオキシエチレンオレイルエーテル、ポリオキシエ
チレンラウリルエーテル、ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテル、ポリオキシエチ
レンアルキルエーテルリン酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタンモノステアレート
、ポリエチレングリコールモノラウレートなどの；アルキルジメチルアミノ酢酸ベタイン
などのアルキルベタイン、アルキルイミダゾリンなどの両性界面活性剤、また、フッ素系
やシリコーン系の界面活性剤が挙げられる。
【０１１９】
＜硬化剤、硬化促進剤＞
　また本発明の着色組成物には、熱硬化性樹脂の硬化を補助するため、必要に応じて、硬
化剤、硬化促進剤などを含んでいてもよい。硬化剤としては、フェノール系樹脂、アミン
系化合物、酸無水物、活性エステル、カルボン酸系化合物、スルホン酸系化合物などが有
効であるが、特にこれらに限定されるものではなく、熱硬化性樹脂と反応し得るものであ
れば、いずれの硬化剤を使用してもよい。また、これらの中でも、１分子内に２個以上の
フェノール性水酸基を有する化合物、アミン系硬化剤が好ましく挙げられる。上記硬化促
進剤としては、例えば、アミン化合物（例えば、ジシアンジアミド、ベンジルジメチルア
ミン、４－（ジメチルアミノ）－Ｎ，Ｎ－ジメチルベンジルアミン、４－メトキシ－Ｎ，
Ｎ－ジメチルベンジルアミン、４－メチル－Ｎ，Ｎ－ジメチルベンジルアミン等）、４級
アンモニウム塩化合物（例えば、トリエチルベンジルアンモニウムクロリド等）、ブロッ
クイソシアネート化合物（例えば、ジメチルアミン等）、イミダゾール誘導体二環式アミ
ジン化合物およびその塩（例えば、イミダゾール、２－メチルイミダゾール、２－エチル
イミダゾール、２－エチル－４－メチルイミダゾール、２－フェニルイミダゾール、４－
フェニルイミダゾール、１－シアノエチル－２－フェニルイミダゾール、１－（２－シア
ノエチル）－２－エチル－４－メチルイミダゾール等）、リン化合物（例えば、トリフェ
ニルホスフィン等）、グアナミン化合物（例えば、メラミン、グアナミン、アセトグアナ
ミン、ベンゾグアナミン等）、Ｓ－トリアジン誘導体（例えば、２，４－ジアミノ－６－
メタクリロイルオキシエチル－Ｓ－トリアジン、２－ビニル－２，４－ジアミノ－Ｓ－ト
リアジン、２－ビニル－４，６－ジアミノ－Ｓ－トリアジン・イソシアヌル酸付加物、２
，４－ジアミノ－６－メタクリロイルオキシエチル－Ｓ－トリアジン・イソシアヌル酸付
加物等）などを用いることができる。これらは１種単独で使用してもよく、２種以上を併
用してもよい。上記硬化促進剤の含有量としては、熱硬化性樹脂１００重量部に対し、０
．０１～１５重量部が好ましい。
【０１２０】
＜その他の添加剤成分＞
　本発明の着色組成物には、経時粘度を安定化させるために貯蔵安定剤を含有させること
ができる。また、透明基板との密着性を高めるためにシランカップリング剤等の密着向上
剤を含有させることもできる。
【０１２１】
　貯蔵安定剤としては、例えば、ベンジルトリメチルクロライド、ジエチルヒドロキシア
ミンなどの４級アンモニウムクロライド、乳酸、シュウ酸などの有機酸およびそのメチル
エーテル、ｔ－ブチルピロカテコール、テトラエチルホスフィン、テトラフェニルフォス
フィンなどの有機ホスフィン、亜リン酸塩等が挙げられる。貯蔵安定剤は、着色剤１００
重量部に対し、０．１～１０重量部の量で用いることができる。
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【０１２２】
　密着向上剤としては、ビニルトリス（β－メトキシエトキシ）シラン、ビニルエトキシ
シラン、ビニルトリメトキシシラン等のビニルシラン類、γ－メタクリロキシプロピルト
リメトキシシラン等の（メタ）アクリルシラン類、β－（３，４－エポキシシクロヘキシ
ル）エチルトリメトキシシラン、β－（３，４－エポキシシクロヘキシル）メチルトリメ
トキシシラン、β－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルトリエトキシシラン、β
－（３，４－エポキシシクロヘキシル）メチルトリエトキシシラン、γ－グリシドキシプ
ロピルトリメトキシシラン、γ－グリシドキシプロピルトリエトキシシラン等のエポキシ
シラン類、Ｎ－β（アミノエチル）γ－アミノプロピルトリメトキシシラン、Ｎ－β（ア
ミノエチル）γ－アミノプロピルトリエトキシシラン、Ｎ－β（アミノエチル）γ－アミ
ノプロピルメチルジエトキシシシラン、γ－アミノプロピルトリエトキシシラン、γ－ア
ミノプロピルトリメトキシシラン、Ｎ－フェニル－γ－アミノプロピルトリメトキシシラ
ン、Ｎ－フェニル－γ－アミノプロピルトリエトキシシラン等のアミノシラン類、γ－メ
ルカプトプロピルトリメトキシシラン、γ－メルカプトプロピルトリエトキシシラン等の
チオシラン類等のシランカップリング剤が挙げられる。密着向上剤は、着色組成物中の着
色剤１００重量部に対して、０．０１～１０重量部、好ましくは０．０５～５重量部の量
で用いることができる。
【０１２３】
＜着色組成物の製造方法＞
　本発明の着色組成物は、青色着色剤［Ａ］を、バインダー樹脂などの着色剤担体および
／または溶剤中に、好ましくは分散助剤と一緒に、ニーダー、２本ロールミル、３本ロー
ルミル、ボールミル、横型サンドミル、縦型サンドミル、アニュラー型ビーズミル、また
はアトライター等の各種分散手段を用いて微細に分散して製造することができる（着色剤
分散体）。このとき、造塩化合物［Ａ１］、キサンテン系色素［Ａ２］、およびその他の
着色剤等を同時に着色剤担体に分散しても良いし、別々に着色材担体に分散したものを混
合しても良い。また、着色剤の溶解性が高い場合、具体的には使用する溶剤への溶解性が
高く、攪拌により溶解、異物が確認されない状態であれば、上記のような微細に分散して
製造する必要はない。
【０１２４】
　また、カラーフィルタ用感光性着色組成物（レジスト材）として用いる場合には、溶剤
現像型あるいはアルカリ現像型着色組成物として調製することができる。溶剤現像型ある
いはアルカリ現像型着色組成物は、前記着色剤分散体と、光重合性単量体及び／または光
重合開始剤と、必要に応じて、溶剤、その他の顔料分散剤、及び添加剤等を混合して調整
することができる。光重合開始剤は、着色組成物を調製する段階で加えてもよく、調製し
た着色組成物に後から加えてもよい。
【０１２５】
（分散助剤）
　着色剤を着色剤担体中に分散する際に、適宜、色素誘導体、樹脂型分散剤、界面活性剤
等の分散助剤を含有してもよい。分散助剤は、分散後の着色剤の再凝集を防止する効果が
大きいので、分散助剤を用いて着色剤を着色剤担体中に分散してなる着色組成物は、明度
および粘度安定性が良好になる。
【０１２６】
　色素誘導体としては、有機顔料、アントラキノン、アクリドンまたはトリアジンに、塩
基性置換基、酸性置換基、または置換基を有していても良いフタルイミドメチル基を導入
した化合物があげられ、例えば、特開昭６３－３０５１７３号公報、特公昭５７－１５６
２０号公報、特公昭５９－４０１７２号公報、特公昭６３－１７１０２号公報、特公平５
－９４６９号公報、特開２００１－３３５７１７号公報、特開２００３－１２８６６９号
公報、特開２００４－０９１４９７号公報、特開２００７－１５６３９５号公報、特開２
００８－０９４８７３号公報、特開２００８－０９４９８６号公報、特開２００８－０９
５００７号公報、特開２００８－１９５９１６号公報、特許第４５８５７８１号公報等に
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記載されているものを使用でき、これらは単独または２種類以上を混合して用いることが
できる。色素誘導体を使用する場合、明度の観点から、キノフタロン骨格、アゾ骨格を有
するものが好ましい。
【０１２７】
　色素誘導体の含有量は、分散性向上の観点から、着色剤１００重量部に対し、好ましく
は０．５重量部以上、さらに好ましくは１重量部以上、最も好ましくは３重量部以上であ
る。また、耐熱性、耐光性の観点から、好ましくは４０重量部以下、さらに好ましくは３
５重量部以下である。
【０１２８】
　樹脂型分散剤は、着色剤に吸着する性質を有する着色剤親和性部位と、着色剤担体と相
溶性のある部位とを有し、着色剤に吸着して着色剤の着色剤担体への分散を安定化する働
きをするものである。樹脂型分散剤として具体的には、ポリウレタン、ポリアクリレート
等のポリカルボン酸エステル、不飽和ポリアミド、ポリカルボン酸、ポリカルボン酸（部
分）アミン塩、ポリカルボン酸アンモニウム塩、ポリカルボン酸アルキルアミン塩、ポリ
シロキサン、長鎖ポリアミノアマイドリン酸塩、水酸基含有ポリカルボン酸エステルや、
これらの変性物、ポリ（低級アルキレンイミン）と遊離のカルボキシル基を有するポリエ
ステルとの反応により形成されたアミドやその塩等の油性分散剤、（メタ）アクリル酸－
スチレン共重合体、（メタ）アクリル酸－（メタ）アクリル酸エステル共重合体、スチレ
ン－マレイン酸共重合体、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン等の水溶性樹脂
や水溶性高分子化合物、ポリエステル系、変性ポリアクリレート系、エチレンオキサイド
／プロピレンオキサイド付加化合物、燐酸エステル系等が用いられ、これらは単独でまた
は２種以上を混合して用いることができるが、必ずしもこれらに限定されるものではない
。
【０１２９】
　市販の樹脂型分散剤としては、ビックケミー・ジャパン社製のＤｉｓｐｅｒｂｙｋ－１
０１、１０３、１０７、１０８、１１０、１１１、１１６、１３０、１４０、１５４、１
６１、１６２、１６３、１６４、１６５、１６６、１６７、１６８、１７０、１７１、１
７４、１８０、１８１、１８２、１８３、１８４、１８５、１９０、２０００、２００１
、２００９、２０１０、２０２０、２０２５、２０５０、２０７０、２０９５、２１５０
、２１５５、２１６３、２１６４またはＡｎｔｉ－Ｔｅｒｒａ－Ｕ、２０３、２０４、ま
たはＢＹＫ－Ｐ１０４、Ｐ１０４Ｓ、２２０Ｓ、６９１９、２１１１６またはＬａｃｔｉ
ｍｏｎ、Ｌａｃｔｉｍｏｎ－ＷＳまたはＢｙｋｕｍｅｎ等、日本ルーブリゾール社製のＳ
ＯＬＳＰＥＲＳＥ－３０００、９０００、１３０００、１３２４０、１３６５０、１３９
４０、１６０００、１７０００、１８０００、２００００、２１０００、２４０００、２
６０００、２７０００、２８０００、３１８４５、３２０００、３２５００、３２５５０
、３３５００、３２６００、３４７５０、３５１００、３６６００、３８５００、４１０
００、４１０９０、５３０９５、５５０００、５６０００、７６５００等、BASF社製のＥ
ＦＫＡ－４６、４７、４８、４５２、４００８、４００９、４０１０、４０１５、４０２
０、４０４７、４０５０、４０５５、４０６０、４０８０、４４００、４４０１、４４０
２、４４０３、４４０６、４４０８、４３００、４３１０、４３２０、４３３０、４３４
０、４５０、４５１、４５３、４５４０、４５５０、４５６０、４８００、５０１０、５
０６５、５０６６、５０７０、７５００、７５５４、１１０１、１２０、１５０、１５０
１、１５０２、１５０３、等、味の素ファインテクノ社製のアジスパーＰＡ１１１、ＰＢ
７１１、ＰＢ８２１、ＰＢ８２２、ＰＢ８２４等が挙げられる。
【０１３０】
　界面活性剤としては、ラウリル硫酸ナトリウム、ポリオキシエチレンアルキルエーテル
硫酸塩、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム、スチレン－アクリル酸共重合体のアル
カリ塩、ステアリン酸ナトリウム、アルキルナフタリンスルホン酸ナトリウム、アルキル
ジフェニルエーテルジスルホン酸ナトリウム、ラウリル硫酸モノエタノールアミン、ラウ
リル硫酸トリエタノールアミン、ラウリル硫酸アンモニウム、ステアリン酸モノエタノー
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ルアミン、スチレン－アクリル酸共重合体のモノエタノールアミン、ポリオキシエチレン
アルキルエーテルリン酸エステル等のアニオン性界面活性剤；ポリオキシエチレンオレイ
ルエーテル、ポリオキシエチレンラウリルエーテル、ポリオキシエチレンノニルフェニル
エーテル、ポリオキシエチレンアルキルエーテルリン酸エステル、ポリオキシエチレンソ
ルビタンモノステアレート、ポリエチレングリコールモノラウレート等のノニオン性界面
活性剤；アルキル４級アンモニウム塩やそれらのエチレンオキサイド付加物等のカオチン
性界面活性剤；アルキルジメチルアミノ酢酸ベタイン等のアルキルベタイン、アルキルイ
ミダゾリン等の両性界面活性剤が挙げられ、これらは単独でまたは２種以上を混合して用
いることができるが、必ずしもこれらに限定されるものではない。
【０１３１】
　樹脂型分散剤、界面活性剤を添加する場合には、着色剤１００重量部に対し、好ましく
は０．１～５５重量部、さらに好ましくは０．１～４５重量部である。樹脂型分散剤、界
面活性剤の配合量が、０．１重量部未満の場合には、添加した効果が得られ難く、含有量
が５５重量部より多いと、過剰な分散剤により分散に影響を及ぼすことがある。
【０１３２】
＜粗大粒子の除去＞
　本発明の着色組成物は、遠心分離、焼結フィルタやメンブレンフィルタによる濾過等の
手段にて、５μｍ以上の粗大粒子、好ましくは１μｍ以上の粗大粒子、さらに好ましくは
０．５μｍ以上の粗大粒子および混入した塵の除去を行うことが好ましい。このように着
色組成物は、実質的に０．５μｍ以上の粒子を含まないことが好ましい。より好ましくは
０．３μｍ以下であることが好ましい。
【０１３３】
＜カラーフィルタ＞
　次に、本発明のカラーフィルタについて説明する。
　本発明のカラーフィルタは、基材上に、本発明のカラーフィルタ用着色組成物から形成
されるフィルタセグメントおよび／またはブラックマトリックスを備えるものであり、一
般的なカラーフィルタは、例えば、ブラックマトリックスと、赤色、緑色、青色のフィル
タセグメントとを備えることができる。前記フィルタセグメントは、さらにマゼンタ色フ
ィルタセグメント、シアン色フィルタセグメント、および黄色フィルタセグメントを具備
するものであってもよい。
【０１３４】
　基材としては、透明基板である、ソーダ石灰ガラス、低アルカリ硼珪酸ガラス、無アル
カリアルミノ硼珪酸ガラスなどのガラス板や、ポリカーボネート、ポリメタクリル酸メチ
ル、ポリエチレンテレフタレートなどの樹脂板を用いることができる。また、ガラス板や
樹脂板の表面には、パネル化後の液晶駆動のために、酸化インジウム、酸化錫などからな
る透明電極が形成されていてもよい。
【０１３５】
　基材上にフィルタセグメントを形成する前に、あらかじめブラックマトリックスを形成
しておくと、液晶表示パネルのコントラストを一層高めることができる。ブラックマトリ
ックスとしては、クロムやクロム／酸化クロムの多層膜、窒化チタニウム等の無機膜や、
遮光剤を分散した樹脂膜が用いられるが、これらに限定されず、本発明のカラーフィルタ
用着色組成物から形成されてなるブラックマトリックスが好ましいものである。又、前記
の透明基板又は反射基板上に薄膜トランジスター（ＴＦＴ）をあらかじめ形成しておき、
その後にフィルタセグメントを形成することもできる。ＴＦＴ基板上にフィルタセグメン
トおよび／またはブラックマトリックスを形成することにより、液晶表示パネルの開口率
を高め、輝度を向上させることができる。
【０１３６】
　フィルタセグメントおよびブラックマトリックスの乾燥膜厚は、０．２～１０μｍであ
ることが好ましく、より好ましくは０．２～５μｍである。塗布膜を乾燥させる際には、
減圧乾燥機、コンベクションオーブン、ＩＲオーブン、ホットプレート等を使用してもよ
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い。
【０１３７】
　フォトリソグラフィー法による各色フィルタセグメントおよびブラックマトリックスの
形成は、下記の方法で行う。すなわち、溶剤現像型あるいはアルカリ現像型着色カラーフ
ィルタ用着色組成物として調製したカラーフィルタ用着色組成物を、透明基板上に、スプ
レーコートやスピンコート、スリットコート、ロールコート等の塗布方法により、乾燥膜
厚が０．２～１０μｍとなるように塗布する。必要により乾燥された膜には、この膜と接
触あるいは非接触状態で設けられた所定のパターンを有するマスクを通して紫外線露光を
行う。
【０１３８】
　その後、溶剤またはアルカリ現像液に浸漬するか、もしくはスプレーなどにより現像液
を噴霧して未硬化部を除去し所望のパターンを形成してフィルタセグメントおよびブラッ
クマトリックスを形成することができる。さらに、現像により形成されたフィルタセグメ
ントおよびブラックマトリックスの重合を促進するため、必要に応じて加熱を施すことも
できる。フォトリソグラフィー法によれば、印刷法より精度の高いフィルタセグメントお
よびブラックマトリックスが形成できる。
【０１３９】
　現像に際しては、アルカリ現像液として炭酸ナトリウム、水酸化ナトリウム等の水溶液
が使用され、ジメチルベンジルアミン、トリエタノールアミン等の有機アルカリを用いる
こともできる。また、現像液には、消泡剤や界面活性剤を添加することもできる。
　現像処理方法としては、シャワー現像法、スプレー現像法、ディップ（浸漬）現像法、
パドル（液盛り）現像法等を適用することができる。
　なお、紫外線露光感度を上げるために、上記カラーフィルタ用着色組成物を塗布乾燥後
、水溶性あるいはアルカリ可溶性樹脂、例えばポリビニルアルコールや水溶性アクリル樹
脂等を塗布乾燥し、酸素による重合阻害を防止する膜を形成した後、紫外線露光を行うこ
ともできる。
【０１４０】
　カラーフィルタ上には、必要に応じてオーバーコート膜や柱状スペーサー、透明導電膜
、液晶配向膜等が形成される。
【０１４１】
　カラーフィルタは、シール剤を用いて対向基板と張り合わせ、シール部に設けられた注
入口から液晶を注入したのち注入口を封止し、必要に応じて偏光膜や位相差膜を基板の外
側に張り合わせることにより、液晶表示パネルが製造される。
【０１４２】
　かかる液晶表示パネルは、ツイステッド・ネマティック（ＴＮ）、スーパー・ツイステ
ッド・ネマティック（ＳＴＮ）、イン・プレーン・スイッチング（ＩＰＳ）、ヴァーティ
カリー・アライメント（ＶＡ）、オプティカリー・コンベンセンド・ベンド（ＯＣＢ）等
のカラーフィルタを使用してカラー化を行う液晶表示モードに使用することができる。
【実施例】
【０１４３】
　以下に、本発明を実施例に基づいて説明するが、本発明はこれによって限定されるもの
ではない。なお、実施例中、「部」および「％」は、「重量部」および「重量％」をそれ
ぞれ表す。
【０１４４】
　また、顔料の平均一次粒子径、樹脂の重量平均分子量（Ｍｗ）、および側鎖にカチオン
性基を有する樹脂のアンモニウム塩価の測定方法は以下の通りである。
【０１４５】
（顔料の平均一次粒子径）
　顔料の平均一次粒子径は、透過型（ＴＥＭ）電子顕微鏡を使用して、電子顕微鏡写真か
ら一次粒子の大きさを直接計測する方法で測定した。具体的には、個々の顔料の一次粒子
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の短軸径と長軸径を計測し、平均をその顔料一次粒子の粒径とした。次に、１００個以上
の顔料粒子について、それぞれの粒子の体積（重量）を、求めた粒径の立方体と近似して
求め、体積平均粒径を平均一次粒子径とした。
【０１４６】
（樹脂の重量平均分子量（Ｍｗ））
　樹脂の重量平均分子量（Ｍｗ）は、ＴＳＫｇｅｌカラム（東ソー社製）を用い、ＲＩ検
出器を装備したＧＰＣ（東ソー社製、ＨＬＣ－８１２０ＧＰＣ）で、展開溶媒にＴＨＦを
用いて測定したポリスチレン換算の重量平均分子量（Ｍｗ）である。
【０１４７】
（側鎖にカチオン性基を有する樹脂のアンモニウム塩価）
　側鎖にカチオン性基を有する樹脂のアンモニウム塩価は、５％クロム酸カリウム水溶液
を指示薬として、０．１Ｎの硝酸銀水溶液で滴定して求めた後、水酸化カリウムの当量に
換算した値であり、固形分のアンモニウム塩価を示す。
【０１４８】
　続いて、実施例および比較例で用いたバインダー樹脂溶液の製造方法、造塩染料用樹脂
の製造方法、トリアリールメタン系造塩化合物の製造方法、トリアリールメタン系着色剤
含有溶液の製造方法、キサンテン系色素の製造方法、キサンテン系色素含有溶液の製造方
法、微細化顔料の製造方法、顔料分散剤溶液の調製方法、および顔料分散体の製造方法に
ついて説明する。
【０１４９】
＜バインダー樹脂溶液の製造方法＞
（アクリル樹脂溶液（Ｂ－１））
　温度計、冷却管、窒素ガス導入管、滴下管及び撹拌装置を備えたセパラブル４口フラス
コに、プロピレングリコールモノエチルエーテルアセテート７０．０部を仕込み、８０℃
に昇温し、反応容器内を窒素置換した後、滴下管よりｎ－ブチルメタクリレート１３．３
部、２－ヒドロキシエチルメタクリレート４．６部、メタクリル酸４．３部、パラクミル
フェノールエチレンオキサイド変性アクリレート（東亞合成株式会社社製「アロニックス
Ｍ１１０」）７．４部、２，２’－アゾビスイソブチロニトリル０．４部の混合を２時間
かけて滴下した。滴下終了後、更に３時間反応を継続し、固形分３０重量％、重量平均分
子量２６０００のアクリル樹脂の溶液を得た。
　室温まで冷却した後、樹脂溶液約２ｇをサンプリングして１８０℃、２０分加熱乾燥し
て不揮発分を測定し、先に合成した樹脂溶液に不揮発分が２０重量％になるようにプロピ
レングリコールモノエチルエーテルアセテートを添加してアルカリ可溶性樹脂である、ア
クリル樹脂溶液（Ｂ－１）を得た。
【０１５０】
（アクリル樹脂溶液（Ｂ－２））
　温度計、冷却管、窒素ガス導入管、滴下管及び撹拌装置を備えたセパラブル４口フラス
コにシクロヘキサノン２０７部を仕込み、８０℃に昇温し、フラスコ内を窒素置換した後
、滴下管より、メタクリル酸２０部、パラクミルフェノールエチレンオキサイド変性アク
リレート（東亜合成社製アロニックスＭ１１０）２０部、メタクリル酸メチル４５部、２
－ヒドロキシエチルメタクリレート８．５部、及び２，２'－アゾビスイソブチロニトリ
ル１．３３部の混合物を２時間かけて滴下した。滴下終了後、更に３時間反応を継続し、
共重合体樹脂溶液を得た。
　次に得られた共重合体溶液全量に対して、窒素ガスを停止し乾燥空気を１時間注入しな
がら攪拌したのちに、室温まで冷却した後、２－メタクリロイルオキシエチルイソシアネ
ート（昭和電工社製カレンズＭＯＩ）６．５部、ラウリン酸ジブチル錫０．０８部、シク
ロヘキサノン２６部の混合物を７０℃で３時間かけて滴下した。
　樹脂溶液約２ｇをサンプリングして１８０℃、２０分加熱乾燥して不揮発分を測定し、
先に合成した樹脂溶液に不揮発分が２０重量％になるようにシクロヘキサノンを添加して
アクリル樹脂溶液（Ｂ－２）を調製した。重量平均分子量（Ｍｗ）は１８０００であった
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。
【０１５１】
＜造塩化合物用カウンタイオン含有樹脂の製造方法＞
（側鎖にカチオン性基を有する樹脂１の作製）
　温度計、攪拌機、蒸留管、冷却器を具備した４つ口セパラブルフラスコに、イソプロピ
ルアルコール７５．１部を仕込み、窒素気流下で７５℃　に昇温した。別途、メチルメタ
クリレート３３．２部、ｎ－ブチルメタクリレート２７．３部、２－エチルヘキシルメタ
クリレート２７．３部、メタクリル酸ジメチルアミノエチルメチルクロライド塩１２．２
部、およびメチルエチルケトン１５．６部を均一にした後、滴下ロートに仕込み、４つ口
セパラブルフラスコに取り付け、２時間かけて滴下した。滴下終了２時間後、固形分から
重合収率が９８％以上であり、重量平均分子量（Ｍｗ）が、７４２０である事を確認し、
５０℃へ冷却した。その後、イソプロピルアルコールを７２部加え、樹脂成分が４０重量
％の側鎖にカチオン性基を有する樹脂１を得た。得られた樹脂のアンモニウム塩価は３３
ｍｇＫＯＨ／ｇであった。
【０１５２】
（側鎖にカチオン性基を有する樹脂２の作製）
　温度計、攪拌機、蒸留管、冷却器を具備した４つ口セパラブルフラスコに、イソプロピ
ルアルコール７５．１部を仕込み、窒素気流下で７５℃　に昇温した。別途、メチルメタ
クリレート１５．７部、ｎ－ブチルメタクリレート２７．３部、２－エチルヘキシルメタ
クリレート２７．３部、メタクリル酸ジメチルアミノエチルメチルクロライド塩１２．２
部、ヒドロキシエチルメタクリレート１５．０部、メタクリル酸２．５部およびメチルエ
チルケトン１５．６部を均一にした後、滴下ロートに仕込み、４つ口セパラブルフラスコ
に取り付け、２時間かけて滴下した。滴下終了２時間後、固形分から重合収率が９８％以
上であり、重量平均分子量（Ｍｗ）が、７４２０である事を確認し、５０℃へ冷却した。
その後、イソプロピルアルコールを７２部加え、樹脂成分が４０重量％の側鎖にカチオン
性基を有する樹脂２を得た。得られた樹脂のアンモニウム塩価は３３ｍｇＫＯＨ／ｇであ
った。
【０１５３】
＜トリアリールメタン系化合物の製造方法＞
（トリアリールメタン系造塩化合物（Ａ１－１、Ａ１－１ａ）の作製）
　７～１５モル％の水酸化ナトリウム溶液中に、２，８－ジアミノ－１－ナフトール－５
，７－ジスルホン酸（分子量３３４）を溶解させ十分に混合・攪拌を行いそのナトリウム
塩を得る。この２，８－ジアミノ－１－ナフトール－５，７－ジスルホン酸ナトリウム塩
水溶液を７０～９０℃に加熱した後、ビクトリアピュアブルー染料（Ｃ．Ｉ．ベーシック
　ブルー ７）を少しずつ滴下していく。またビクトリアピュアブルー染料は水に溶解し
水溶液として用いても良い。ビクトリアピュアブルー染料を滴下した後、７０～９０℃で
４０～６０分攪拌し十分に反応を行う。反応の終点確認としては濾紙に反応液を滴下して
、にじみがなくなったところを終点として、造塩化合物が得られたことと判断できる。攪
拌しながら室温まで放冷した後、吸引濾過を行い水洗する。水洗後、濾紙上に残った造塩
化合物を乾燥機にて水分を除去して乾燥して、ビクトリアピュアブルー染料と２，８－ジ
アミノ－１－ナフトール－５，７－ジスルホン酸との造塩化合物、トリアリールメタン系
造塩化合物（Ａ１－１）を得た。
　さらに得られた造塩化合物１００質量部に対して、ロジン変性マレイン酸樹脂（酸価：
１３０　重量平均分子量１０００　荒川化学社製マルキードＮｏ．３２　）を２０質量部
添加して、加圧ニーダーで混合（材料温度１２０℃にて３０分間）を行い、冷却後機械式
粉砕機（アーステクニカ社製クリプトロンＫＴＭ1型）にて微粉砕を行い平均粒径１０μ
ｍの粒子を得、トリアリールメタン系造塩化合物（Ａ１－１ａ）を得た。
【０１５４】
（トリアリールメタン系造塩化合物（Ａ１－２）の作製）
　９モル％の水酸化ナトリウム溶液中に、２－アミノ－１－ナフタレンスルホン酸（トビ
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アス酸）（分子量２２３）を溶解させ十分に混合・攪拌を行いそのナトリウム塩を得る。
この２－アミノ－１－ナフタレンスルホン酸（トビアス酸）（分子量２２３）ナトリウム
塩水溶液を８５℃に加熱した後、ビクトリアピュアブルー染料（Ｃ．Ｉ．ベーシック　ブ
ルー ７）を少しずつ滴下していく。またビクトリアピュアブルー染料は水に溶解し水溶
液として用いても良い。ビクトリアピュアブルー染料を滴下した後、８５℃で５５分攪拌
し十分に反応を行う。反応の終点確認としては濾紙に反応液を滴下して、にじみがなくな
ったところを終点として、造塩化合物が得られたことと判断できる。攪拌しながら室温ま
で放冷した後、吸引濾過を行い水洗する。水洗後、濾紙上に残った造塩化合物を乾燥機に
て水分を除去して乾燥して、ビクトリアピュアブルー染料と２－アミノ－１－ナフタレン
スルホン酸（トビアス酸）との造塩化合物、トリアリールメタン系造塩化合物（Ａ１－２
）を得た。
【０１５５】
（トリアリールメタン系造塩化合物（Ａ１－３）の作製）
　９モル％の水酸化ナトリウム溶液中に、１－アミノ－５－ナフタレンスルホン酸（ロー
レンツ酸）（分子量２２３）を溶解させ十分に混合・攪拌を行いそのナトリウム塩を得る
。この１－アミノ－５－ナフタレンスルホン酸（ローレンツ酸）（分子量２２３）ナトリ
ウム塩水溶液を８５℃に加熱した後、ビクトリアピュアブルー染料（Ｃ．Ｉ．ベーシック
　ブルー ７）を少しずつ滴下していく。またビクトリアピュアブルー染料は水に溶解し
水溶液として用いても良い。ビクトリアピュアブルー染料を滴下した後、８５℃で５５分
攪拌し十分に反応を行う。反応の終点確認としては濾紙に反応液を滴下して、にじみがな
くなったところを終点として、造塩化合物が得られたことと判断できる。攪拌しながら室
温まで放冷した後、吸引濾過を行い水洗する。水洗後、濾紙上に残った造塩化合物を乾燥
機にて水分を除去して乾燥して、ビクトリアピュアブルー染料と１－アミノ－５－ナフタ
レンスルホン酸（ローレンツ酸）との造塩化合物、トリアリールメタン系造塩化合物（Ａ
１－３）を得た。
【０１５６】
（トリアリールメタン系造塩化合物（Ａ１－４）の作製）
　９モル％の水酸化ナトリウム溶液中に、１－ヒドロキシ－４－ナフタレンスルホン酸（
ＮＷ酸）（分子量２２４）を溶解させ十分に混合・攪拌を行いそのナトリウム塩を得る。
この１－ヒドロキシ－４－ナフタレンスルホン酸（ＮＷ酸）（分子量２２４）ナトリウム
塩水溶液を８５℃に加熱した後、ビクトリアピュアブルー染料（Ｃ．Ｉ．ベーシック　ブ
ルー ７）を少しずつ滴下していく。またビクトリアピュアブルー染料は水に溶解し水溶
液として用いても良い。ビクトリアピュアブルー染料を滴下した後、８５℃で５５分攪拌
し十分に反応を行う。反応の終点確認としては濾紙に反応液を滴下して、にじみがなくな
ったところを終点として、造塩化合物が得られたことと判断できる。攪拌しながら室温ま
で放冷した後、吸引濾過を行い水洗する。水洗後、濾紙上に残った造塩化合物を乾燥機に
て水分を除去して乾燥して、ビクトリアピュアブルー染料と１－ヒドロキシ－４－ナフタ
レンスルホン酸（ＮＷ酸）との造塩化合物、トリアリールメタン系造塩化合物（Ａ１－４
）を得た。
【０１５７】
（トリアリールメタン系造塩化合物（Ａ１－５）の作製）
　７～１５モル％の水酸化ナトリウム溶液中に、リンタングステン酸（分子量２８８０）
を溶解させ十分に混合・攪拌を行いそのナトリウム塩を得る。このリンタングステン酸ナ
トリウム塩水溶液を７０～９０℃に加熱した後、ビクトリアピュアブルー染料（Ｃ．Ｉ．
ベーシック　ブルー７）を少しずつ滴下していく。またビクトリアピュアブルー染料は水
に溶解し水溶液として用いても良い。ビクトリアピュアブルー染料を滴下した後、７０～
９０℃で４０～６０分攪拌し十分に反応を行う。反応の終点確認としては濾紙に反応液を
滴下して、にじみがなくなったところを終点として、造塩化合物が得られたことと判断で
きる。攪拌しながら室温まで放冷した後、吸引濾過を行い水洗する。水洗後、濾紙上に残
った造塩化合物を乾燥機にて水分を除去して乾燥して、ビクトリアピュアブルー染料とリ
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。
【０１５８】
（トリアリールメタン系造塩化合物（Ａ１－７））
　下記の手順でＣ．Ｉ．アシッドブルー１とジステアリルジメチルアンモニウムクロライ
ド（コータミンＤ８６Ｐ）（カチオン部分の分子量が５５０）とからなる造塩化合物（Ａ
１－７）を作製した。
　７～１５モル％の水酸化ナトリウム溶液中に、Ｃ．Ｉ．アシッドブルー１を溶解させ十
分に混合・攪拌を行い、７０～９０℃に加熱した後、コータミンＤ８６Ｐを少しずつ滴下
していく。またコータミンＤ８６Ｐは水に溶解し水溶液として用いても良い。コータミン
Ｄ８６Ｐを滴下した後、７０～９０℃で６０分攪拌し十分に反応を行う。反応の終点確認
としては濾紙に反応液を滴下して、にじみがなくなったところを終点として、造塩化合物
が得られたことと判断できる。攪拌しながら室温まで放冷した後、吸引濾過を行い、水洗
後、濾紙上に残った造塩化合物を乾燥機にて水分を除去して乾燥して、Ｃ．Ｉ．アシッド
ブルー１とジステアリルジメチルアンモニウムクロライドとの造塩化合物（Ａ１－７）を
得た。このとき造塩化合物（Ａ１－７）中のＣ．Ｉ．アシッドブルー１に由来する有効色
素成分の含有量は２５重量％であった。
【０１５９】
（トリアリールメタン系造塩化合物（Ａ１－８））
　下記の手順でＣ．Ｉ．アシッドブルー９０とジステアリルジメチルアンモニウムクロラ
イド（コータミンＤ８６Ｐ）（カチオン部分の分子量が５５０）とからなる造塩化合物（
Ａ２－６）を作製した。
　７～１５モル％の水酸化ナトリウム溶液中に、Ｃ．Ｉ．アシッドブルー９０を溶解させ
十分に混合・攪拌を行い、７０～９０℃に加熱した後、コータミンＤ８６Ｐを少しずつ滴
下していく。またコータミンＤ８６Ｐは水に溶解し水溶液として用いても良い。コータミ
ンＤ８６Ｐを滴下した後、７０～９０℃で６０分攪拌し十分に反応を行う。反応の終点確
認としては濾紙に反応液を滴下して、にじみがなくなったところを終点として、造塩化合
物が得られたことと判断できる。攪拌しながら室温まで放冷した後、吸引濾過を行い、水
洗後、濾紙上に残った造塩化合物を乾燥機にて水分を除去して乾燥して、Ｃ．Ｉ．アシッ
ドブルー９０とジステアリルジメチルアンモニウムクロライドとの造塩化合物、造塩化合
物（Ａ１－８）を得た。このとき造塩化合物（Ａ１－８）中のＣ．Ｉ．アシッドブルー９
０に由来する有効色素成分の含有量は２５重量％であった。
【０１６０】
＜トリアリールメタン系化合物含有溶液の製造方法＞
（トリアリールメタン系化合物含有溶液（ＤＢ－１）の作製）
　下記の混合物を均一になるように攪拌混合した後、５．０μｍのフィルタで濾過し造塩
化合物含有樹脂溶液（ＤＢ－１）を作製した。
トリアリールメタン系造塩化合物（Ａ１－１）                     ：１１．０部
アクリル樹脂溶液（Ｂ－１）                              ：４０．０部
プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート（ＰＧＭＡＣ） ：４９．０部
【０１６１】
（トリアリールメタン系造塩化合物含有溶液（ＤＢ－２～５）の作製）
　以下、造塩化合物１を表１に示すトリアリールメタン系造塩化合物（Ａ１－１ａ、Ａ１
－２～５）変更した以外は、上記の造塩化合物含有溶液（ＤＢ－１）と同様にして、造塩
化合物含有溶液（ＤＢ－２～６）を作製した。
【０１６２】
　作製したトリアリールメタン系化合物含有溶液を表１にまとめて示した。
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【表１】

【０１６３】
＜キサンテン系造塩化合物の製造方法＞
（キサンテン系造塩化合物（Ａ２－１））
　下記の手順でＣ．Ｉ．アシッドレッド５２と側鎖にカチオン性基を有する樹脂１とから
なるキサンテン系造塩化合物（Ａ２－１）を製造した。
　水２０００部に５１部のビニル系樹脂１を添加し、十分に攪拌混合を行った後、６０℃
に加熱した。一方、９０部の水に１０部のＣ．Ｉ．アシッドレッド５２を溶解させた水溶
液を調製し、先ほどの樹脂溶液に少しずつ滴下した。滴下後、６０℃で１２０分攪拌し、
十分に反応を行った。反応の終点確認としては濾紙に反応液を滴下して、にじみがなくな
ったところを終点として、造塩化合物が得られたものと判断した。攪拌しながら室温まで
放冷した後、吸引濾過を行い、水洗後、濾紙上に残った造塩化合物を乾燥機にて水分を除
去して乾燥し、３２部のＣ．Ｉ．アシッドレッド５２と側鎖にカチオン性基を有する樹脂
１との造塩化合物（Ａ２－１）を得た。このとき造塩化合物（Ａ２－１）中のＣ．Ｉ．ア
シッドレッド５２に由来する有効色素成分の含有量は２５重量％であった。
【０１６４】
（キサンテン系造塩化合物（Ａ２－２））
　下記の手順でＣ．Ｉ．アシッドレッド５２と側鎖にカチオン性基を有する樹脂２とから
なる造塩化合物（Ａ２－２）を製造した。
　水２０００部に５１部のカチオン性基を有する樹脂２を添加し、十分に攪拌混合を行っ
た後、６０℃に加熱した。一方、９０部の水に１０部のＣ．Ｉ．アシッドレッド５２を溶
解させた水溶液を調製し、先ほどの樹脂溶液に少しずつ滴下した。滴下後、６０℃で１２
０分攪拌し、十分に反応を行った。反応の終点確認としては濾紙に反応液を滴下して、に
じみがなくなったところを終点として、造塩化合物が得られたものと判断した。攪拌しな
がら室温まで放冷した後、吸引濾過を行い、水洗後、濾紙上に残った造塩化合物を乾燥機
にて水分を除去して乾燥し、３２部のＣ．Ｉ．アシッドレッド５２と側鎖にカチオン性基
を有する樹脂２との造塩化合物（Ａ２－２）を得た。このとき造塩化合物（Ａ２－２）中
のＣ．Ｉ．アシッドレッド５２に由来する有効色素成分の含有量は２５重量％であった。
【０１６５】
（キサンテン系造塩化合物（Ａ２－３））
　下記の手順でＣ．Ｉ．アシッドレッド２８９と側鎖にカチオン性基を有する樹脂１とか
らなる造塩化合物（Ａ２－３）を製造した。
　１０％のメタノール水溶液２０００部に８８部の側鎖にカチオン性基を有する樹脂１を
添加し、十分に攪拌混合を行った後、６０℃に加熱した。一方、９０部の水に１０部のＣ
．Ｉ．アシッドレッド２８９を溶解させた水溶液を調製し、先ほどの樹脂溶液に少しずつ
滴下した。滴下後、６０℃で１２０分攪拌し、十分に反応を行った。反応の終点確認とし
ては濾紙に反応液を滴下して、にじみがなくなったところを終点として、造塩化合物が得
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られたものと判断した。攪拌しながら室温まで放冷した後、吸引濾過を行い、水洗後、濾
紙上に残った造塩化合物を乾燥機にて水分を除去して乾燥して、４３部のＣ．Ｉ．アシッ
ドレッド２８９と側鎖にカチオン性基を有する樹脂１との造塩化合物（Ａ２－３）を得た
。このとき造塩化合物（Ａ２－３）中のＣ．Ｉ．アシッドレッド２８９に由来する有効色
素成分の含有量は２５重量％であった。
【０１６６】
（キサンテン系造塩化合物（Ａ２－４））
　下記の手順でＣ．Ｉ．アシッドレッド５２とジステアリルジメチルアンモニウムクロラ
イド（コータミンＤ８６Ｐ）（カチオン部分の分子量が５５０）とからなる造塩化合物（
Ａ２－４）を作製した。
　７～１５モル％の水酸化ナトリウム溶液中に、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド５２を溶解させ
十分に混合・攪拌を行い、７０～９０℃に加熱した後、コータミンＤ８６Ｐを少しずつ滴
下していく。またコータミンＤ８６Ｐは水に溶解し水溶液として用いても良い。コータミ
ンＤ８６Ｐを滴下した後、７０～９０℃で６０分攪拌し十分に反応を行う。反応の終点確
認としては濾紙に反応液を滴下して、にじみがなくなったところを終点として、造塩化合
物が得られたことと判断できる。攪拌しながら室温まで放冷した後、吸引濾過を行い、水
洗後、濾紙上に残った造塩化合物を乾燥機にて水分を除去して乾燥して、Ｃ．Ｉ．アシッ
ドレッド５２とジステアリルジメチルアンモニウムクロライドとの造塩化合物（Ａ２－４
）を得た。このとき造塩化合物（Ａ２－４）中のＣ．Ｉ．アシッドレッド５２に由来する
有効色素成分の含有量は５１重量％であった。
【０１６７】
（キサンテン系造塩化合物（Ａ２－５））
　下記の手順でＣ．Ｉ．アシッドレッド５２とジアルキル（アルキルがＣ１４～Ｃ１８）
ジメチルアンモニウムクロライド（アーカード２ＨＴ－７５）（カチオン部分の分子量が
４３８～５５０）とからなる造塩化合物（Ａ２－５）を作製した。
　７～１５モル％の水酸化ナトリウム溶液中に、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド５２を溶解させ
十分に混合・攪拌を行い、７０～９０℃に加熱した後、アーカード２ＨＴ－７５を少しず
つ滴下していく。またアーカード２ＨＴ－７５は水に溶解し水溶液として用いても良い。
アーカード２ＨＴ－７５を滴下した後、７０～９０℃で６０分攪拌し十分に反応を行なう
。反応の終点確認としては濾紙に反応液を滴下して、にじみがなくなったところを終点と
して、造塩化合物が得られたことと判断できる。攪拌しながら室温まで放冷した後、吸引
濾過を行い、水洗後、濾紙上に残った造塩化合物を乾燥機にて水分を除去して乾燥して、
Ｃ．Ｉ．アシッドレッド５２とジアルキル（アルキルがＣ１４～Ｃ１８）ジメチルアンモ
ニウムクロライドとの造塩化合物（Ａ２－５）を得た。このとき造塩化合物（Ａ２－５）
中のＣ．Ｉ．アシッドレッド５２に由来する有効色素成分の含有量は５０重量％であった
。
【０１６８】
（キサンテン系造塩化合物（Ａ２－６））
　下記の手順でＣ．Ｉ．アシッドレッド８７とジステアリルジメチルアンモニウムクロラ
イド（コータミンＤ８６Ｐ）（カチオン部分の分子量が５５０）とからなる造塩化合物（
Ａ２－６）を作製した。
　７～１５モル％の水酸化ナトリウム溶液中に、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド８７を溶解させ
十分に混合・攪拌を行い、７０～９０℃に加熱した後、コータミンＤ８６Ｐを少しずつ滴
下していく。またコータミンＤ８６Ｐは水に溶解し水溶液として用いても良い。コータミ
ンＤ８６Ｐを滴下した後、７０～９０℃で６０分攪拌し十分に反応を行う。反応の終点確
認としては濾紙に反応液を滴下して、にじみがなくなったところを終点として、造塩化合
物が得られたことと判断できる。攪拌しながら室温まで放冷した後、吸引濾過を行い、水
洗後、濾紙上に残った造塩化合物を乾燥機にて水分を除去して乾燥して、Ｃ．Ｉ．アシッ
ドレッド８７とジステアリルジメチルアンモニウムクロライドとの造塩化合物、造塩化合
物（Ａ２－６）を得た。このとき造塩化合物（Ａ２－６）中のＣ．Ｉ．アシッドレッド８
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７に由来する有効色素成分の含有量は５６重量％であった。
【０１６９】
（キサンテン系酸性染料のスルホン酸アミド化合物）
　Ｃ．Ｉ．アシッドレッド５２を常法によりスルホニルクロリド化後、ジオキサン中で理
論当量の２－エチルへキシルアミンと反応させてＣ．Ｉ．アシッドレッド５２のスルホン
酸アミド化合物を得た。（特開平６－１９４８２８号公報の記載に基づく。）　　　
【０１７０】
＜キサンテン系造塩化合物含有溶液の製造方法＞
（キサンテン系色素含有溶液（ＤＡ－１）の作製）
　下記の混合物を均一になるように攪拌混合した後、５．０μｍのフィルタで濾過し
キサンテン系造塩化合物含有溶液（ＤＡ－１）を作製した。
 
キサンテン系造塩化合物（Ａ２－１）                      ：２０．０部
プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート（ＰＧＭＡＣ） ：８０．０部
【０１７１】
（キサンテン系造塩化合物含有溶液（ＤＡ－２～７）の作製）
　以下、キサンテン系造塩化合物（Ａ２－１）を表１に示す造塩化合物（Ａ２－２～６）
またはスルホン酸アミド化合物に変更した以外は、上記の着色剤含有樹脂溶液（ＤＡ－１
）と同様にして、キサンテン系造塩化合物含有溶液（ＤＡ－２～７）を作製した。
【０１７２】
作製したキサンテン系色素含有溶液を表１にまとめて示した。

【表２】

【０１７３】
（アントラキノン系染料含有溶液（ＡＱ－１））
特開２０１２－０９３６９６号公報、化合物（１３）の合成方法を用い、化合物（１３Ａ
）の代わりにＳｏｌｖｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１０４（Ｐｏｌｙｓｙｎｔｈｒｅｎ　Ｂｌｕｅ
　ＲＢＬ）（クラリアント社製）を、２－エチルヘキシルアミンの代わりに３－メトキシ
プロピルアミンを用いて、アントラキノン系染料を合成した。
さらに下記の混合物を均一になるように攪拌混合した後、５．０μｍのフィルタで濾過し
、アントラキノン系染料含有溶液（ＡＱ-１）を作製した。
アントラキノン系染料　　　　       　　　　　　　　　          ：１１．０部
アクリル樹脂溶液（Ｂ－１）                              ：４０．０部
プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート（ＰＧＭＡＣ） ：４９．０部
【０１７４】
（銅フタロシアニンスルホン酸アミド化合物（ＰＣ－１））
クロルスルホン酸３００部中に銅フタロシアニン３０部を仕込み、完全に溶解した後、塩
化チオニル２４部を加え、徐々に昇温して１０１℃で３時間反応させた。その反応液を氷
水９０００部中に注入し、撹拌後、濾過、水洗した。得られたプレスケーキを水３００部
でスラリーとした後、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピルアミン１５部を加え、室温で３時
間、次いで、６０℃で２時間撹拌した後、濾過、水洗、乾燥し、銅フタロシアニンスルホ
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ン酸アミド化合物（ＰＣ－１）３６部を得た。得られた銅フタロシアニンスルホン酸アミ
ド化合物（ＰＣ－１）について、Ｗａｔｅｒｓ社製液体クロマトグラフ質量分析計プラッ
トフォームＬＣＺで組成分析したところ、３個以上置換基を有するものは含まれておらず
、下記式（１１）の置換基を１個有する銅フタロシアニンスルホン酸アミド化合物（ＰＣ
－１－Ｄ１）と下記一般式（１１）の置換基を２個有する銅フタロシアニンスルホン酸ア
ミド化合物（ＰＣ－１－Ｄ２）の混合物であり、各々の重量比は８５：１５であった。
【表３】

【０１７５】
表３中の略語の意味
ＣｕＰＣ：銅フタロシアニン残基
【０１７６】
＜微細化顔料の製造方法＞
（青色微細化処理顔料（ＰＢ－１））
　青色顔料Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６（ＰＢ１５：６）（トーヨーカラー社製「
リオノールブルーＥＳ」）５００部、塩化ナトリウム２５００部、及びジエチレングリコ
ール２５０部をステンレス製１ガロンニーダー（井上製作所社製）に仕込み、１２０℃で
１２時間混練した。次に、この混練物を５リットルの温水に投入し、７０℃に加熱しなが
ら１時間攪拌してスラリー状とし、濾過、水洗を繰り返して塩化ナトリウム及びジエチレ
ングリコールを除いた後、８０℃で一昼夜乾燥し、青色微細化処理顔料（ＰＢ－１）を得
た。得られた顔料の平均一次粒子径は２５ｎｍであった。
【０１７７】
＜顔料分散剤溶液の調製方法＞
　顔料分散剤（味の素ファインテクノ社製「アジスパーＰＢ８２１」）をプロピレングリ
コールモノメチルエーテルアセテートで希釈し、不揮発分が３０重量％の顔料分散剤溶液
を調整した。
【０１７８】
＜顔料分散体の製造方法＞
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（顔料分散体（Ｐ－Ｂ１））
　青色微細化処理顔料（ＰＢ－１）を１２．０部、アクリル樹脂溶液（Ｂ－１）３２．５
部、顔料分散剤溶液５部、エチレングリコールモノメチルエーテルアセテート５０．５部
を均一に撹拌混合した後、直径０．５ｍｍのジルコニアビーズを用いて、アイガーミル（
アイガージャパン社製「ミニモデルＭ－２５０　ＭＫＩＩ」）で３時間分散した後、５μ
ｍのフィルタで濾過し、ＰＢ１５：６の顔料分散体（Ｐ－Ｂ１）を得た。
【０１７９】
［実施例１］
　（着色組成物１の作製）
　下記の混合物を均一になるように攪拌混合した後、５．０μｍのフィルタで濾過し着色
組成物１を作製した。
 
　顔料分散体（Ｐ-Ｂ１）　　　　　　　　　　　　　　　　 ：  ６８．７部
　トリアリールメタン系造塩化合物含有溶液（ＤＢ－１）    ：　　１．５部
　キサンテン系造塩化合物含有溶液（ＤＡ－１）            ：　２９．８部
 
【０１８０】
［実施例２～１７、比較例１～６］
（着色組成物２～２３の作製）
　以下、トリアリールメタン系造塩化合物含有溶液、造塩化合物［A１］含有溶液、およ
び顔料分散体を表４に示す種類、および配合量（重量部）に変更した以外は実施例１の着
色組成物１と同様にして、着色組成物２～２３を作製した。
【０１８１】
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【表４】

【０１８２】
［着色組成物の評価］
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　得られた着色組成物について明度、コントラスト比の評価を下記の方法で行った。結果
を表５に示す。
＜明度評価＞
　得られた着色組成物を、１００ｍｍ×１００ｍｍ、１．１ｍｍ厚のガラス基板上に、ス
ピンコーターを用いてＣ光源においてｘ=０．１４０、ｙ＝０．０９３になるような膜厚
にガラス基板上に塗布し、得られた塗膜について、オーブンで２３０℃２０分熱処理前後
の明度を顕微分光光度計（オリンパス光学社製「ＯＳＰ－ＳＰ２００」）で測定した。
　なお、色度がずれた場合は、適宜トリアリールメタン系着色剤含有溶液、キサンテン系
色素含有溶液および顔料分散体の比率を変えた着色組成物を作成、色度を測定し検量線を
引く事で所望の色度での明度を算出した。
　なお、評価結果において、○は良好、△は使用上問題ないレベル、
×は使用することができない状態に相当する
　　○：１１．０以上１１．５未満
　　△：１０．８以上１１．０未満
　　×：１０．８未満
【０１８３】
＜耐熱性評価＞
　明度評価で得た基板をオーブンで２３０℃６０分熱処理前後の色度を顕微分光光度計（
オリンパス光学社製「ＯＳＰ－ＳＰ２００」）で測定し、２３０℃２０分熱処理前後の明
度との差分を測定した。評価のランクは次の通りである。なお、評価結果において、○は
良好であり、△は使用上問題ないレベル、×は使用することができない状態に相当する。
明度差（ΔＹ）＝｜（耐熱後の明度Ｙ）－（耐熱前の明度Ｙ）｜
　　 ○：０．３未満
　　 △：０．３以上０．５未満
　　 ×：０．５以上
＜コントラスト比＞
明度評価を測定したものと同じ基板を用いてコントラスト比を測定した。
なお、評価結果において、◎は特に良好であり、○は良好、△は使用上問題ないレベル、
×は使用することができない状態に相当する
　　◎：６５００以上
　　○：５５００以上６５００未満
　　△：５０００以上５５００未満
　　×：５０００未満
  
【０１８４】
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【表５】

【０１８５】
　実施例１～１７は、コントラスト比がいずれも良好な結果であった。特に塩基性トリア
リールメタン系化合物を用いた実施例１～１５はより優れたコントラスト比を示した。
　また、トリアリールメタン系化合物［Ｃ］を添加した実施例１～１７は、消光剤添加に
よる明度低下が抑制されたことで高い明度を示し、さらに良好な耐熱性を示した。また、
カウンタの分子量が２００以上３５００以下であるトリアリールメタン系化合物［Ｃ］を
添加した実施例１～１４、１６，１７は、より優れた明度・耐熱性を示した。
【０１８６】
　トリアリールメタン系化合物［Ｃ］を添加していない比較例１は、コントラスト比が低
く、カラーフィルタとしての使用が困難である。また造塩化合物［A１］１００重量部に
対して、５０重量部の塩基性トリアリールメタン系化合物を添加した比較例２や、アント
ラキノン染料を添加した比較例３～５、銅フタロシアニンスルホン酸アミド化合物を添加
した比較例６もまた、実施例１～１５に比べコントラスト比が低い結果であった。
　また、アントラキノン染料を添加した比較例３～５、フタロシアニンスルホン酸アミド
化合物を添加した比較例６の明度は、トリアリールメタン系化合物［Ｃ］を添加した実施
例１～１４、１６、１７に比べ低く、使用上問題ないレベルではあるが、良好な結果とは
ならなかった。
【０１８７】
＜カラーフィルタの作製＞
　まず、カラーフィルタの作製に使用する青色感光性着色組成物と赤色感光性着色組成物
と緑色感光性着色組成物の作製を行った。
【０１８８】
（青色感光性着色組成物（ＲＢ－１）の作製）
　下記の混合物を均一になるように攪拌混合した後、５．０μｍのフィルタで濾過し着色
組成物１を作製した。
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着色組成物１                　　　　　　　　　　　　：　３９．０部
　バインダー樹脂溶液（Ｂ－１）                          ：　　３．４部
　光重合開始剤                                          ：　　１．４部
２－（ジメチルアミノ）－２－［（４－メチルフェニル）メチル］－１－［４－（４－モ
ルホリニル）フェニル］－１－ブタノン（BASF社製「イルガキュア３７９」）
　増感剤                                         ：　　０．２部
２，４－ジエチルチオキサントン（日本化薬社製「カヤキュアＤＥＴＸ－Ｓ」）
　光重合性単量体                                 ：　　５．０部
ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート（東亞合成社製「アロニックス　Ｍ－４０２
」）
　溶剤                                           ：５１．０部
プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート
 
【０１８９】
（赤色感光性着色組成物（ＲＲ－１）の作製）
　下記の組成の混合物を均一になるように攪拌混合した後、直径０．５ｍｍジルコニアビ
ーズを用いて、アイガーミル（アイガージャパン社製「ミニモデルＭ－２５０　ＭＫＩＩ
」）にて５時間分散した後、５．０μｍのフィルタで濾過し、赤色顔料分散体１を作製し
た。
 
　赤色顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２５４）                   　９．６部
　赤色顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７７）                   　２．４部
　樹脂型分散剤（BASF社製「ＥＦＫＡ４３００」）   　　　　　　　　　１．０部
　アクリル樹脂溶液（Ｂ―１）                                   ３５．０部
　プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート             ５２．０部
【０１９０】
　続いて、下記組成の混合物を均一になるように攪拌混合した後、１.０μｍのフィルタ
で濾過し、赤色着色組成物（ＲＲ－１）を作製した。
 
　赤色顔料分散体１                                      ４２．０部
　アクリル樹脂溶液（Ｂ―１）                                   １３．２部
　光重合性単量体（東亞合成社製「アロニックスＭ４００」）       　２．８部
　光重合開始剤（BASF社製「イルガキュアー９０７」）      　　　　　２．０部
　増感剤（保土谷化学工業社製「ＥＡＢ－Ｆ」）                   　０．４部
　エチレングリコールモノメチルエーテルアセテート        ３９．６部
【０１９１】
（緑色感光性着色組成物（ＲＧ－１）の作製）
　下記の組成の混合物を均一になるように攪拌混合した後、直径０．５ｍｍジルコニアビ
ーズを用いて、アイガーミル（アイガージャパン社製「ミニモデルＭ－２５０　ＭＫＩＩ
」）にて５時間分散した後、５．０μｍのフィルタで濾過し、緑色顔料分散体１を作製し
た。
 
　緑色顔料　（Ｃ．Ｉ．ピグメント　グリーン　５８）             ：７．０４部
　黄色顔料　（Ｃ．Ｉ．ピグメント　イエロー　１５０）           ：３．９６部
　アクリル樹脂溶液（Ｂ―１）                                   ：３５．０部
　樹脂型分散剤溶液　（BASF社製「ＥＦＫＡ４３００」）　　　     ：　５．０部
　プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート             ：４９．０部
【０１９２】
　続いて、下記組成の混合物を均一になるように攪拌混合した後、１．０μｍのフィルタ
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で濾過し、緑色着色組成物（ＲＧ－１）を作製した。
 
緑色顔料分散体１                                        ：５０．０部
　アクリル樹脂溶液（Ｂ―１）                                   ：　７．５部
　光重合性単量体                                        ：　２．０部
（東亞合成社製「アロニックスＭ－４０２」）
　ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート
　光重合開始剤（BASF社製「ＯＸＥ－０２」）              　　　　：　１．５部
　シクロヘキサノン                                      ：３９．０部
【０１９３】
（カラーフィルタの作製）
　ガラス基板上にブラックマトリクスをパターン加工し、該基板上にスピンコーターで赤
色着色組成物（ＲＲ－１）を塗布し着色被膜を形成した。該被膜にフォトマスクを介して
、超高圧水銀ランプを用いて１５０ｍJ/ｃｍ２の紫外線を照射した。次いで０．２重量％
の炭酸ナトリウム水溶液からなるアルカリ現像液によりスプレー現像して未露光部分を取
り除いた後、イオン交換水で洗浄し、この基板を２３０℃で２０分加熱して、赤色フィル
タセグメントを形成した。ここで、赤色フィルタセグメントは、２３０℃での熱処理後で
、Ｃ光源において（以下、緑色、青色にも用いる）ｘ＝０．６４０、ｙ＝０．３３０の色
度に合うようにした。また、同様の方法により、緑色フィルタセグメントは、緑色着色組
成物（ＲＧ－１）を用いてｘ＝０．２９０、ｙ＝０．６００の色度に合うようにし、青色
フィルタセグメントは、本発明の青色着色組成物４を用いてｘ＝０．１５０、ｙ＝０．０
６０の色度に合うようにし、各フィルタセグメントを形成して、カラーフィルタを得た。
【０１９４】
　本発明のカラーフィルタ用着色組成物を用いることにより、カラーフィルタの高コント
ラスト化が可能であり、その他物性にも問題なく好適に使用することができた。
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